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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光を入射する入光面とその反対側に位置し入射した光を出射する出光面とを有しており
、前記入光面には２つのプリズム面から構成されるプリズム列が互いに略並列に複数配列
され、該プリズム列の少なくとも一方のプリズム面が傾斜角の異なる２または３の平面か
らなり、前記出光面に近い側に位置する平面ほどその傾斜角が大きく、前記出光面に最も
近い平面の傾斜角と前記出光面から最も遠い平面の傾斜角の差が７度以下であり、
　前記平面と、プリズム頂部とプリズム底部とを結ぶ仮想平面と、の最大距離（ｄ）のプ
リズム列のピッチ（Ｐ）に対する割合（ｄ／Ｐ）が０．４～５％であることを特徴とする
光偏向素子。
【請求項２】
　光を入射する入光面とその反対側に位置し入射した光を出射する出光面とを有しており
、前記入光面には２つのプリズム面から構成されるプリズム列が互いに略並列に複数配列
され、該プリズム列の少なくとも一方のプリズム面が傾斜角の異なる４以上１２以下の平
面からなり、前記出光面に近い側に位置する平面ほどその傾斜角が大きく、前記出光面に
最も近い平面の傾斜角と前記出光面から最も遠い平面の傾斜角の差が１５度以下であり、
　前記平面と、プリズム頂部とプリズム底部とを結ぶ仮想平面と、の最大距離（ｄ）のプ
リズム列のピッチ（Ｐ）に対する割合（ｄ／Ｐ）が０．４～５％であることを特徴とする
光偏向素子。
【請求項３】
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　前記平面が、プリズム頂部からの高さｈの領域に少なくとも２つ形成され、プリズム列
の高さをＨとしたときｈ／Ｈが６０％以下であることを特徴とする請求項２に記載の光偏
向素子。
【請求項４】
　一次光源と、該一次光源から発せられる光を入射する光入射面及び入射した光を導光し
て出射する光出射面を有する導光体と、該導光体の光出射面側に隣接配置した請求項１～
３のいずれかに記載の光偏向素子からなることを特徴とする光源装置。
【請求項５】
　前記光偏向素子の出光面上に、平行光を入射したときの出射光光度分布の半値全幅が１
～１３度である光拡散素子を隣接配置したことを特徴とする請求項４に記載の光源装置。
【請求項６】
　前記光偏向素子の出光面上に、ヘイズ値が８～８２％である光拡散素子を隣接配置した
ことを特徴とする請求項４または５に記載の光源装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ノートパソコン、液晶テレビ、携帯電話、携帯情報端末等において表示部とし
て使用される液晶表示装置等を構成するエッジライト方式の光源装置およびそれに使用さ
れる光偏向素子に関するものであり、特に導光体の光出射面側に配置される光偏向素子の
改良に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
近年、カラー液晶表示装置は、携帯用ノートパソコンやパソコン等のモニターとして、あ
るいは液晶テレビやビデオ一体型液晶テレビ、携帯電話、携帯情報端末等の表示部として
、種々の分野で広く使用されてきている。また、情報処理量の増大化、ニーズの多様化、
マルチメディア対応等に伴って、液晶表示装置の大画面化、高精細化が盛んに進められて
いる。
【０００３】
液晶表示装置は、基本的にバックライト部と液晶表示素子部とから構成されている。バッ
クライト部としては、液晶表示素子部の直下に光源を配置した直下方式のものや導光体の
側端面に対向するように光源を配置したエッジライト方式のものがあり、液晶表示装置の
コンパクト化の観点からエッジライト方式が多用されている。
【０００４】
ところで、近年、比較的小さな画面寸法の表示装置であって観察方向範囲の比較的狭い例
えば携帯電話機の表示部として使用される液晶表示装置等では、消費電力の低減の観点か
ら、エッジライト方式のバックライト部として、一次光源から発せられる光量を有効に利
用するために、画面から出射する光束の広がり角度をできるだけ小さくして所要の角度範
囲に集中して光を出射させるものが利用されてきている。
【０００５】
このように観察方向範囲が限定される表示装置であって、一次光源の光量の利用効率を高
め消費電力を低減するために比較的狭い範囲に集中して光出射を行う光源装置として、本
出願人は、特開２００１－１４３５１５号公報（特許文献１）において、導光体の光出射
面に隣接して両面にプリズム形成面を有するプリズムシートを使用することを提案してい
る。この両面プリズムシートでは、一方の面である入光面及び他方の面である出光面のそ
れぞれに、互いに平行な複数のプリズム列が形成されており、入光面と出光面とでプリズ
ム列方向を合致させ且つプリズム列どうしを対応位置に配置している。これにより、導光
体の光出射面から該光出射面に対して傾斜した方向に出射光のピークを持ち適宜の角度範
囲に分布して出射する光を、プリズムシートの入光面の一方のプリズム面から入射させ他
方のプリズム面で内面反射させ、更に出光面のプリズムでの屈折作用を受けさせて、比較
的狭い所要方向へ光を集中出射させる。
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【０００６】
【特許文献１】
特開２００１－１４３５１５号公報
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、このような光源装置によれば、狭い角度範囲の集中出射が可能であるが、光偏向
素子として使用されるプリズムシートとして両面に互いに平行な複数のプリズム列を、入
光面と出光面とでプリズム列方向を合致させ且つプリズム列どうしを対応位置に配置する
ことが必要であり、この成形が複雑になる。
【０００８】
そこで、本発明の目的は、出射光の分布が非常に狭くコントロールされ、一次光源の光量
の利用効率の向上が可能となり（即ち、一次光源から発せられる光を所要の観察方向へ集
中して出射させる効率が高くなり）、しかも簡素化された構成で画像品位の向上が容易な
光偏向素子および光源装置を提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
すなわち、本発明の光偏向素子は、光を入射する入光面とその反対側に位置し入射した光
を出射する出光面とを有しており、前記入光面には２つのプリズム面から構成されるプリ
ズム列が互いに略並列に複数配列され、該プリズム列の少なくとも一方のプリズム面が少
なくとも２つの傾斜角の異なる平面からなり、前記出光面に近い側に位置する平面ほどそ
の傾斜角が大きく、前記出光面に最も近い平面の傾斜角と前記出光面から最も遠い平面の
傾斜角の差が１５度以下であることを特徴とするものである。
【００１０】
また、本発明の光偏向素子は、光を入射する入光面とその反対側に位置し入射した光を出
射する出光面とを有しており、前記入光面には２つのプリズム面から構成されるプリズム
列が互いに略並列に複数配列され、該プリズム列の少なくとも一方のプリズム面が少なく
とも３つの傾斜角の異なる平面からなり、前記出光面に近い側に位置する平面ほどその傾
斜角が大きいことを特徴とするものである。
【００１１】
また、本発明の光偏向素子は、光を入射する入光面とその反対側に位置し入射した光を出
射する出光面とを有しており、前記入光面には２つのプリズム面から構成されるプリズム
列が互いに略並列に複数配列され、該プリズム列の少なくとも一方のプリズム面が少なく
とも２つの傾斜角の異なる凸曲面からなり、前記出光面に近い側に位置する凸曲面ほどそ
の傾斜角が大きいことを特徴とするものである。
【００１２】
また、本発明の光偏向素子は、光を入射する入光面とその反対側に位置し入射した光を出
射する出光面とを有しており、前記入光面には２つのプリズム面から構成されるプリズム
列が互いに略並列に複数配列され、該プリズム列の少なくとも一方のプリズム面が少なく
とも２つの傾斜角の異なる平面と少なくとの１つの凸曲面からなり、前記出光面に近い側
に位置する平面または凸曲面ほどその傾斜角が大きいことを特徴とするものである。
【００１３】
さらに、本発明の光源装置は、一次光源と、該一次光源から発せられる光を入射する光入
射面及び入射した光を導光して出射する光出射面を有する導光体と、該導光体の光出射面
側に隣接配置した上記のような光偏向素子からなることを特徴とするものである。
【００１４】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照しながら、本発明の実施の形態を説明する。
図１は、本発明による面光源装置の一つの実施形態を示す模式的斜視図である。図１に示
されているように、本発明の面光源装置は、少なくとも一つの側端面を光入射面３１とし
、これと略直交する一つの表面を光出射面３３とする導光体３と、この導光体３の光入射
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面３１に対向して配置され光源リフレクタ２で覆われた一次光源１と、導光体３の光出射
面上に配置された光偏向素子４と、導光体３の光出射面３３の裏面３４に対向して配置さ
れた光反射素子５とから構成される。
【００１５】
導光体３は、ＸＹ面と平行に配置されており、全体として矩形板状をなしている。導光体
３は４つの側端面を有しており、そのうちＹＺ面と平行な１対の側端面のうちの少なくと
も一つの側端面を光入射面３１とする。光入射面３１は光源１と対向して配置されており
、光源１から発せられた光は光入射面３１から導光体３内へと入射する。本発明において
は、例えば、光入射面３１と対向する側端面３２等の他の側端面にも光源を配置してもよ
い。
【００１６】
導光体３の光入射面３１に略直交した２つの主面は、それぞれＸＹ面と略平行に位置して
おり、いずれか一方の面（図では上面）が光出射面３３となる。この光出射面３３または
その裏面３４のうちの少なくとも一方の面に粗面からなる指向性光出射機能部や、プリズ
ム列、レンチキュラーレンズ列、Ｖ字状溝等の多数のレンズ列を光入射面３１と略平行に
形成したレンズ面からなる指向性光出射機能部などを付与することによって、光入射面３
１から入射した光を導光体３中を導光させながら光出射面３３から光入射面３１および光
出射面３３に直交する面（ＸＺ面）内の出射光光度分布において指向性のある光を出射さ
せる。このＸＺ面内における出射光光度分布のピークの方向が光出射面３３となす角度を
ａとすると、この角度ａは１０～４０度とすることが好ましく、出射光光度分布の半値全
幅は１０～４０度とすることが好ましい。
【００１７】
導光体３の表面に形成する粗面やレンズ列は、ＩＳＯ４２８７／１－１９８４による平均
傾斜角θａが０．５～１５度の範囲のものとすることが、光出射面３３内での輝度の均斉
度を図る点から好ましい。平均傾斜角θａは、さらに好ましくは１～１２度の範囲であり
、より好ましくは１．５～１１度の範囲である。この平均傾斜角θａは、導光体３の厚さ
（ｔ）と入射光が伝搬する方向の長さ（Ｌ）との比（Ｌ／ｔ）によって最適範囲が設定さ
れることが好ましい。すなわち、導光体３としてＬ／ｔが２０～２００程度のものを使用
する場合は、平均傾斜角θａを０．５～７．５度とすることが好ましく、さらに好ましく
は１～５度の範囲であり、より好ましくは１．５～４度の範囲である。また、導光体３と
してＬ／ｔが２０以下程度のものを使用する場合は、平均傾斜角θａを７～１２度とする
ことが好ましく、さらに好ましくは８～１１度の範囲である。
【００１８】
導光体３に形成される粗面の平均傾斜角θａは、ＩＳＯ４２８７／１－１９８４に従って
、触針式表面粗さ計を用いて粗面形状を測定し、測定方向の座標をｘとして、得られた傾
斜関数ｆ（ｘ）から次の（１）式および（２）式を用いて求めることができる。ここで、
Ｌは測定長さであり、Δａは平均傾斜角θａの正接である。
【００１９】
【数１】

さらに、導光体３としては、その光出射率が０．５～５％の範囲にあるものが好ましく、
より好ましくは１～３％の範囲である。これは、光出射率が０．５％より小さくなると導
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光体３から出射する光量が少なくなり十分な輝度が得られなくなる傾向にあり、光出射率
が５％より大きくなると光源１近傍で多量の光が出射して、光出射面３３内でのＸ方向に
おける光の減衰が著しくなり、光出射面３３での輝度の均斉度が低下する傾向にあるため
である。このように導光体３の光出射率を０．５～５％とすることにより、光出射面から
出射する光の出射光光度分布（ＸＺ面内）におけるピーク光の角度（ピーク角度）が光出
射面の法線に対し５０～９０度の範囲にあり、出射光光度分布（ＸＺ面内）の半値全幅が
１０～４０度であるような指向性の高い出射特性の光を導光体３から出射させることがで
き、その出射方向を光偏向素子４で効率的に偏向させることができ、高い輝度を有する面
光源素子を提供することができる。
【００２０】
本発明において、導光体３からの光出射率は次のように定義される。光出射面３３の光入
射面３１側の端縁での出射光の光強度（Ｉ0 ）と光入射面３１側の端縁から距離Ｌの位置
での出射光強度（Ｉ）との関係は、導光体３の厚さ（Ｚ方向寸法）をｔとすると、次の（
３）式のような関係を満足する。
【００２１】
【数２】

ここで、定数Ａが光出射率であり、光出射面３３における光入射面３１と直交するＸ方向
での単位長さ（導光体厚さｔに相当する長さ）当たりの導光体３から光が出射する割合（
％）である。この光出射率Ａは、縦軸に光出射面２３からの出射光の光強度の対数と横軸
に（Ｌ／ｔ）をプロットすることで、その勾配から求めることができる。
【００２２】
また、指向性光出射機能部が付与されていない他の主面には、導光体３からの出射光の光
源１と平行な面（ＹＺ面）での指向性を制御するために、光入射面３１に対して略垂直の
方向（Ｘ方向）に延びる多数のレンズ列を配列したレンズ面を形成することが好ましい。
図１に示した実施形態においては、光出射面３３に粗面を形成し、裏面３４に光入射面３
１に対して略垂直方向（Ｘ方向）に延びる多数のレンズ列の配列からなるレンズ面を形成
している。本発明においては、図１に示した形態とは逆に、光出射面３３にレンズ面を形
成し、裏面３４を粗面とするものであってもよい。
【００２３】
図１に示したように、導光体３の裏面３４あるいは光出射面３３にレンズ列を形成する場
合、そのレンズ列としては略Ｘ方向に延びたプリズム列、レンチキュラーレンズ列、Ｖ字
状溝等が挙げられるが、ＹＺ方向の断面の形状が略三角形状のプリズム列とすることが好
ましい。
【００２４】
本発明において、導光体３に形成されるレンズ列としてプリズム列を形成する場合には、
その頂角を７０～１５０度の範囲とすることが好ましい。これは、頂角をこの範囲とする
ことによって導光体３からの出射光を十分集光さることができ、面光源素子としての輝度
の十分な向上を図ることができるためである。すなわち、プリズム頂角をこの範囲内とす
ることによって、出射光光度分布（ＸＺ面内）におけるピーク光を含みＸＺ面に垂直な面
において出射光光度分布の半値全幅が３５～６５度である集光された出射光を出射させる
ことができ、面光源素子としての輝度を向上させることができる。なお、プリズム列を光
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出射面３３に形成する場合には、頂角は８０～１００度の範囲とすることが好ましく、プ
リズム列を裏面３４に形成する場合には、頂角は７０～８０度または１００～１５０度の
範囲とすることが好ましい。
【００２５】
なお、本発明では、上記のような光出射面３３またはその裏面３４に光出射機能部を形成
する代わりにあるいはこれと併用して、導光体内部に光拡散性微粒子を混入分散すること
で指向性光出射機能を付与したものでもよい。また、導光体３としては、図１に示したよ
うな断面形状に限定されるものではなく、くさび状、船型状等の種々の断面形状のものが
使用できる。
【００２６】
図２は、光偏向素子４のプリズム列の形状の説明図であり、光偏向素子４は主表面の一方
を入光面４１とし他方の面を出光面４２とする。入光面４１には多数のプリズム列が略並
列に配列され、各プリズム列は光源側に位置する第１のプリズム面４４と光源から遠い側
に位置する第２のプリズム面４５の２つのプリズム面から構成されている。図２に示した
実施形態においては、第１のプリズム面４４が平面であり、第２のプリズム面４５が３つ
の傾斜角の異なる平面４６～４８から構成され、出光面に近い平面ほど傾斜角が大きくな
っている。また、平面４６～４８のうち、最も出光面に近い平面４８と最も出光面から遠
い平面４６との傾斜角の差が１５度以下となっている。なお、本発明において、平面の傾
斜角とはプリズム列形成平面４３に対する各平面の傾斜角度をいう。
【００２７】
本発明の光偏向素子４は、第２のプリズム面４５を傾斜角の異なる少なくとも２つの平面
より構成し、これら平面の傾斜角が出光面に近いほど大きくなり、最も出光面に近い平面
と最も出光面から遠い平面との傾斜角の差を１５度以下とすることにより、極めて高い集
光効果を発揮させることができ、光源装置として極めて高い輝度を得ることができる。こ
の最も出光面に近い平面と最も出光面から遠い平面との傾斜角の差は、好ましくは０．５
～１０度の範囲であり、より好ましくは１～７度の範囲である。なお、傾斜角の異なる平
面を３つ以上形成する場合には、この傾斜角の差は上記範囲とすることが好ましいが、特
にこの範囲に限定されるものではない。また、第２のプリズム面４５をこのような構造に
することにより、所望の集光性を有する偏向素子を容易に設計することもできるとともに
、一定の光学特性を有する光偏向素子を安定して製造することもできる。
【００２８】
次に、本発明の光偏向素子のプリズム面の形状について説明する。図３～１４は、２つの
プリズム面がともに平面であり、プリズム頂角が６５．４度である従来の光偏向素子によ
り導光体からの出射光光度分布（ＸＺ面内）のピーク角度が２０度である光が、導光体の
光入射面および光出射面の両方の面に対して垂直な平面において、どのような出射光輝度
分布（ＸＺ面内）で光偏向素子から出射するかを示したものである。図３～１２は、第1
プリズム面より入射した入射光が第２のプリズム面によって全反射され出光面４２から出
射される状態を、第２プリズム面をｘ方向に１０個のエリアに均等に分割し、それぞれの
エリアからの出射光輝度分布（ＸＺ面内）を示したものである。１０個のエリアは、プリ
ズム頂部に近い方から順にPart１、Part２、・・・Part１０とした。第２プリズム面で全
反射され出射する全体の光の出射光輝度分布（ＸＺ面内）においては、図１３に示すよう
に、そのピ－ク光は法線方向に出射され、２２度の半値全幅を有している。
【００２９】
しかし、これらをPart１～Part１０の各エリアにおける出射光輝度分布（ＸＺ面内）を見
ると、そのピーク角度は、Part１およびPart２では約－９度（負の角度値は法線方向を０
度として光源方向に傾いた場合を示す。）付近に出射し、Part３～Part７では０度方向（
法線方向）にピ－ク光がシフトし、さらにPart８～Part１０ではピ－ク光は順に正の角度
方向にシフトしているのがわかる。最も出光面４２に近いエリア（Part１０）で全反射さ
れ出射するピーク角度は７度であり、第２のプリズム面（Part１～Part１０の間）ではピ
ーク角度に１６度の広がりがある。また、各エリアからのピ－ク光の強度は、Part１から
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Part１０へと徐々に小さくなっている。
【００３０】
このように、一つの平面からなるプリズム面で全反射され出射した光は、プリズム面の全
反射するエリアに依存してかなり広い範囲で分散していることがわかる。この各エリアか
らの出射光輝度分布（ＸＺ面内）におけるピ－ク光を、各エリアのプリズム面の傾斜角を
それぞれ調整し、すべてのエリアでピーク角度を略同方向に出射させることによって、大
部分の出射光を特定方向に集中して出射させることが可能となる。このとき、各エリアに
おけるプリズム面の傾斜角は、Part１からPart１０の順に、すなわち出光面４２に近いエ
リアのプリズム面ほど傾斜角を大きくするようにする。このように、各エリアのプリズム
面の傾斜角を図１４に示したように調整することで、プリズム面全体で全反射される出射
光を一定の方向に集光させることができ、より指向性が高く、ピ－ク強度の大きな光を出
射することができる。
【００３１】
プリズム面を分割した各エリアの設定は、少なくとも２つのエリアを設定すればよいが、
このエリア数（傾斜角の異なる平面の数）が少なすぎると、光偏向素子による集光性が低
下し、輝度向上効果が損なわれる傾向にあるため、３つ以上とすることが好ましく、より
好ましくは５つ以上、さらに好ましくは６つ以上である。なお、エリア数を２つにする場
合には、集光特性の低下をある程度抑止できるためには、２つの平面の傾斜角の差を１５
度以下とすることが必要であり、好ましくは０．５～１０度の範囲、より好ましくは１～
７度の範囲である。エリア数が３つ以上の場合であっても、出光面に最も近い平面の傾斜
角と出光面から最も遠い平面の傾斜角の差を１５度以下とすることが集光特性の点から好
ましく、より好ましくは０．５～１０度、さらに好ましくは１～７度の範囲である。
【００３２】
一方、このエリア数を多くすと、プリズム面で全面にわたってピーク角度を細かく調整す
ることができるため、全体としての集中度を高めることができるが、傾斜角の異なる平面
を細かく形成しなければならず、光偏向素子のプリズム面を形成するための金型切削用の
バイトの設計や製造が複雑となるとともに、一定の光学特性を有する光偏向素子を安定し
て得ることも難しくなる。このため、プリズム面に形成するエリア数は２０以下とするこ
とが好ましく、より好ましくは１２以下である。このプリズム面の分割は均等に分割する
ことが好ましいが、必ずしも均等に分割する必要はなく、所望のプリズム面全体の出射光
輝度分布（ＸＺ面内）に応じて調整することができる。また、異なる傾斜角を有する各平
面の幅（プリズム列断面における各平面部分の長さ）は、プリズム列のピッチに対して４
～４７％の範囲とすることが好ましく、より好ましくは６～３０％、さらに好ましくは７
～２０％の範囲である。
【００３３】
本発明においては、例えば、図１５および図１６に示したように、上記のような異なる傾
斜角を有する平面の少なくとも１つを凸曲面とすることもでき、全ての平面を凸曲面とし
てもよい。図１５では、第２のプリズム面４５を、４つのエリアに分割し、３つの平面４
９～５１と１つの凸曲面５２から構成している。図１６では、第２のプリズム面４５を２
つのエリアに分割し、形状の異なる２つの凸曲面５３、５４から構成している。図中、５
５、５６は、２つの曲面５３、５４の形状を決定する非球面形状である。また、第２のプ
リズム面４５を分割した各エリアの境界を通るような曲面で構成することもでき、この場
合、輝度の大幅な低下を招かない範囲であれば曲面は各アリアの境界から多少ずれてもよ
い。例えば、曲面の通過位置（プリズム頂部からの距離）のプリズム列のピッチに対する
割合のエリアの境界の割合に対するずれが４％以下であればよく、より好ましくは２％以
下、さらに好ましくは１％以下の範囲である。なお、本発明において、凸曲面における傾
斜角は、１つの凸曲面の全ての位置における傾斜角を平均したものをいう。このように、
プリズム面を異なる傾斜角の複数の凸曲面で構成した場合には、異なる傾斜角の平面によ
り構成する場合と比較して、エリア数は少なくすることができ、２～１０のエリア数とす
ることができ、好ましくは２～８の範囲である。しかし、エリア数が少なすぎると所望の
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出射光輝度分布（ＸＺ面内）を調整するための各凸曲面の設計が困難となるため、エリア
数は３～８の範囲とすることがより好ましい。
【００３４】
また、凸曲面の形状は、そのＸＺ方向の断面形状が球面あるいは非球面とすることができ
る。さらに、複数の凸曲面によりプリズム面を構成する場合には、各凸曲面の形状が異な
ることが好ましく、球面形状の凸曲面と非球面形状の凸曲面とを組み合わせることもでき
るが、少なくとも１つの凸曲面を非球面形状とすることが好ましい。複数の凸曲面を球面
形状とする場合には、各凸曲面でその曲率を変えたものであってもよい。非球面形状とし
ては、楕円形状の一部、放物線形状の一部等が挙げられる。
【００３５】
さらに、凸曲面は、その曲率半径（ｒ）をプリズム列のピッチ（Ｐ）との比（ｒ／Ｐ）が
２～５０の範囲とすることが好ましく、より好ましくは５～３０、さらに好ましくは７～
１０の範囲である。このｒ／Ｐが２未満であったり、５０を超えると、十分な集光特性を
発揮できなくなり、輝度が低下する傾向にある。
【００３６】
このような傾斜角の異なる平面および凸曲面は、各平面および凸曲面で全反射した光が出
光面から出射した際の出射光輝度分布（ＸＺ面内）におけるピーク角度が略一定の角度に
なるように設計されるが、この各ピーク角度は必ずしも略一定の角度となるようにする必
要はなく、全てのピーク角度が１５度以内の範囲内となるような範囲で設計することがで
き、好ましくは１０度以下、より好ましくは７度以下、さらに好ましくは５度以下の範囲
である。
【００３７】
また、このような構成によるプリズム列においては、図３～１２に示したように、Part１
～Part５のエリアで全反射され出光面から出射した光の出射光輝度分布（ＸＺ面内）にお
ける強度は、プリズム面全体で全反射され出光面から出射した光の出射光輝度分布（ＸＺ
面内）における強度の７５％以上を占めることになるため、これらエリアで全反射され出
射される出射光を所望の方向へ集光させることが特に重要となる。このため、プリズム列
のプリズム頂部からの高さをｈ、プリズム列全体の高さをHとした場合に、少なくともｈ
／Ｈが６０％以下となる高さｈの領域に傾斜角の異なる平面あるいは凸曲面を少なくとも
２つ形成することが好ましく、３つ以上形成することがより好ましい。高さｈの領域は、
より好ましくはｈ／Ｈが５０％以下となる領域であり、さらに好ましくは４０％以下とな
る領域である。なお、高さｈの領域が小さくなりすぎると十分な集光特性が得られなくな
る傾向になるとともに、金型の製造が複雑になることから、ｈ／Ｈは２０％以上であるこ
とが好ましい。この場合の高さｈの領域におけるエリア数は、３～８の範囲とすることが
好ましく、より好ましくは３～６、さらに好ましくは３～４の範囲である。
【００３８】
また、プリズム面が傾斜角の異なる複数の平面あるいは凸曲面より構成されるとき、十分
な集光特性を確保するためには、プリズム列の頂部と低部とを結ぶ仮想平面Ｑ（図２、１
５、１６）と複数の平面あるいは凸曲面（実際のプリズム面）との最大距離ｄがプリズム
列のピッチ（Ｐ）に対する割合（ｄ／Ｐ）で０．４～５％とすることが好ましい。これは
、ｄ／Ｐが０．４％未満あるいは５％を超えると、集光特性が低下する傾向にあり、十分
な輝度向上を図れなくなる傾向にあるためであり、より好ましくは０．４～３％の範囲で
あり、さらに好ましくは０．７～２．２％の範囲である。
【００３９】
本発明において、プリズム列の頂角は集光特性や光の利用効率を考えると、３５～８０度
とすることが好ましく、より好ましくは３５～７０度の範囲であり、さらに好ましくは４
０～７０度の範囲である。また、プリズム頂角の法線に対する左右の振り分け角（２つの
プリズム面の法線に対する傾斜角度）α、βは、同一でも異なってもよいが、略法線方向
（法線方向を０度とした場合のＸＺ面内における±１０度の範囲をいう。）の輝度を効率
よく高めようとする場合には、異なった角度に設定することが好ましい。この場合、光源
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側に位置する振り分け角αを４０度以下、βを２５～５０度の範囲とすることが好ましい
。この頂角の振り分け角α、βは、その差がわずかにある場合が光利用効率が高くなり輝
度をより向上させることができるため、振り分け角αを２５～４０度、振り分け角βを２
５～４５度の範囲とし、振り分け角αとβの差の絶対値（Ｉα－βＩ）を０．５～１０度
とすることが好ましく、より好ましくは１～１０度、さらに好ましくは１～８度の範囲で
ある。なお、出射光輝度分布（ＸＺ面内）におけるピ－ク光を略法線方向以外とする場合
は、プリズム頂角の振り分け角α、βを調整することによって、所望の方向にピーク光を
有する出射光輝度分布（ＸＺ面内）を得ることができる。
【００４０】
また、振り分け角αを２０度以下とすることによっても光利用効率を高くでき輝度をより
向上させることができる。この振り分け角αを小さくするほど光利用効率を高くすること
ができるが、振り分け角αを小さくしすぎるとプリズム列の頂角が小さくなる傾向にあり
プリズムシートの製造が困難となるため、振り分け角αは３～１５度の範囲とすることが
好ましく、より好ましくは５～１０度の範囲である。この場合、出射光輝度分布（ＸＺ面
内）におけるピ－ク光を法線方向から±２度の範囲とし法線輝度を向上させるためには、
振り分け角βを３５～４０度の範囲とすればよい。
【００４１】
このように振り分け角αを２０度以下とする場合には、プリズム列の断面形状においてプ
リズム頂部と谷部を結んだ２つの直線の長さの比（光源に近い側の直線の長さＬ１に対す
る光源から遠い側の直線の長さＬ２の比Ｌ２／Ｌ１）を１．１倍以上とすることが好まし
い。これは、Ｌ２／Ｌ１を１．１倍以上とすることにより光源に近い側のプリズム面から
入射した光を光源から遠い側のプリズム面で効率よく受光することができ、光利用効率を
高くでき輝度をより向上させることができるためであり、より好ましくは１．１５倍以上
であり、さらに好ましくは１．１７倍以上である。一方、Ｌ２／Ｌ１を大きくしすぎると
プリズム列の頂角が小さくなる傾向にありプリズムシートの製造が困難となるため、１．
３倍以下とすることが好ましく、より好ましくは１．２５倍以下、さらに好ましくは１．
２倍以下である。また、プリズム列のピッチＰに対する光源から遠い側の直線の長さＬ２
の比（Ｌ２／Ｐ）を１．２５倍以上とすることが同様の理由から好ましく、より好ましく
は１．３倍以上であり、さらに好ましくは１．４倍以上である。一方、このＬ２／Ｐを大
きくしすぎるとプリズム列の頂角が小さくなる傾向にありプリズムシートの製造が困難と
なるため、１．８倍以下とすることが好ましく、より好ましくは１．６倍以下、さらに好
ましくは１．５倍以下である。
【００４２】
また、本発明の光偏向素子は、図１７、１８に例示すように隣接するプリズム列の間にプ
リズム列の傾斜角よりも傾斜角の小さい凸形状や平面（光透過領域）を形成してもよい。
このような光透過領域を形成することにより、液晶パネル側から入射した外光をこの部分
から光源装置内に導入することができ、導光体の裏面に配置された反射シ－ト５により反
射し、再び液晶パネル側に出射することにより、外光も有効に利用することができる。こ
のとき、反射シート５により反射した外光の均一性を維持するため、反射シートに微弱な
拡散性を付与したり、光偏向素子の出光面に光拡散層を形成したり、光偏向素子の出光面
に光拡散シ－トを載置することが好ましい。また、外光の利用効率を高めると、バックラ
イトとしての光の利用効率が低下するため、使用形態等を考慮して光透過領域の割合を決
めることが必要である。例えば、光透過領域の幅は、プリズム列のピッチの２０～５０％
の範囲とすることが好ましく、より好ましくは２０～４０％の範囲である。光透過領域と
しては、図１７に示したような平面形状５９、図１８に示したような曲面形状６０や多角
形状等が挙げられる。中でも、光透過領域を多角形状や曲面とすることにより、外光の反
射を制御することができるため好ましい。
【００４３】
本発明の光偏向素子においては、光を集光させて出射させる際に導光体からの出射光光度
分布が強く反映されるため、光偏向素子の出光面からの出射光輝度分布（ＸＺ面内）は法
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線方向前後の角度において非対称な分布になる傾向がある。特に、第２プリズム面４５を
１つの曲面で構成した場合には、導光体の光入射面側の出射光輝度分布（ＸＺ面内）が急
激に低下し、法線方向から観察した場合に有効視野角範囲内において非対称性が強く視認
される。本発明においては、プリズム面を傾斜角の異なる複数の平面あるいは凸曲面より
構成することで、上記のような出射光輝度分布（ＸＺ面内）の非対称性を緩和することが
できる。すなわち、出射光輝度分布（ＸＺ面内）の非対称性は、図１９に示すように、光
偏向素子から出射した出射光輝度分布（ＸＺ面内）のピーク角度と輝度がピーク光の輝度
（ピーク輝度）の１／２となる角度の差の絶対値（広がり幅）ΔθａとΔθｂの差（|Δ
θａ－Δθｂ|）により定義することができる。従って、この|Δθａ－Δθｂ|が９度以
下となるように、プリズム面を構成する平面あるいは凸曲面の傾斜角を調整することによ
り、出射光輝度分布（ＸＺ面内）の非対称性を緩和することができる。この|Δθａ－Δ
θｂ|は、より好ましくは６度以下、さらい好ましくは４度以下の範囲である。|Δθａ－
Δθｂ|を９度以下とすることにより視認性はほぼ良好となり、４度以下とすることによ
り非対称性に起因する不快さはほとんど感じなくなる。
【００４４】
さらに、本発明の光偏向素子４においては、図２０に示したように、第１のプリズム面４
４の平面が、プリズム列パターン形成の際に発生するそり等による形状の変化（プリズム
列の頂部と底部を結ぶ平面からの変位）が起こる場合がある。しかし、このような平面の
変位が大きい場合には、光偏向素子４の光学特性に影響を及ぼすことになり、微小な変位
に抑えることが好ましい。すなわち、プリズム列の頂部と底部を結ぶ平面からのプリズム
面の変位がプリズム列のピッチＰに対する前記平面との最大距離Ｓの割合（Ｓ／Ｐ）で０
．００８以下であることが好ましく、さらに好ましくは０．００６５以下、より好ましく
は０．００５以下の範囲である。このような略平面の変形は、プリズム列パターンを形成
する際の重合収縮などの影響に主として起因するため、あらかじめ重合収縮による変形の
程度を定量化しておき、それを相殺するように金型のプリズム列の形状を設計しておくこ
とが好ましい。
【００４５】
本発明において、上記のような凸曲面形状部４６を有するプリズム面は、少なくとも一次
光源１から遠い側の面（第２のプリズム面４５）に形成することが好ましい。これによれ
ば、導光体３の端面３２にも一次光源を配置する場合の光偏向素子４から出射する光の出
射光輝度分布（ＸＺ面内）における分布を十分に小さくすることができる。凸曲面形状部
４６を有するプリズム面は、例えば、導光体３を伝搬する光が光入射面３１と反対側の端
面３２で反射して戻ってくる割合が比較的高い場合、導光体３の対向する２つの端面にそ
れぞれ一次光源１を配置する場合には、一次光源１に近い側のプリズム面（第１のプリズ
ム面４４）も同様の形状とすることがより好ましい。一方、導光体３を伝搬する光が光入
射面３１と反対側の端面３２で反射して戻ってくる割合が比較的低い場合には、一次光源
１に近い側のプリズム面を略平面としてもよい。また、本発明の光偏向素子４は、そのプ
リズム列の頂部のどちらかが略平面より構成されるのが好ましい。プリズム列形成のため
の成形用型部材の形状転写面形状のより正確な形成が可能になり、導光体３に光偏向素子
４を載置した際のスティッキング現象の発生を抑止することができる。
【００４６】
このように、導光体３の光出射面３３上に上記のような光偏向素子４を、そのプリズム列
形成面が入光面側となるように載置することによって、導光体３の光出射面３３から出射
する指向性出射光の出射光光度分布（ＸＺ面内）をより狭くすることができ、光源装置と
しての高輝度化、狭視野化を図ることができる。このような光偏向素子４からの出射光の
出射光輝度分布（ＸＺ面内）の半値全幅は、５～２５度の範囲であることが好ましく、よ
り好ましくは１０～２０度の範囲であり、さらに好ましくは１２～１８度の範囲である。
これは、この出射光輝度分布（ＸＺ面内）の半値全幅を５度以上とすることによって極端
な狭視野化による画像等の見づらさをなくすことができ、２５度以下とすることによって
高輝度化と狭視野化を図ることができるためである。
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【００４７】
本発明における光偏向素子４の狭視野化は、導光体３の光出射面３３からの出射光光度分
布（ＸＺ面内）の広がりの程度（半値全幅）に影響されるため、光偏向素子４の出光面４
２からの出射光輝度分布（ＸＺ面内）の半値全幅Ａの導光体３の光出射面３３からの出射
光光度分布（ＸＺ面内）の半値全幅Ｂに対する割合も、導光体３からの出射光光度分布（
ＸＺ面内）の半値全幅Ｂによって変わる。例えば、導光体３からの出射光光度分布（ＸＺ
面内）の半値全幅Ｂが２６度未満の場合には、半値全幅Ａが半値全幅Ｂの３０～９５％の
範囲であることが好ましく、より好ましくは３０～８０％の範囲であり、さらに好ましく
は３０～７０％の範囲である。また、導光体３からの出射光光度分布（ＸＺ面内）の半値
全幅Ｂが２６度以上の場合には、半値全幅Ａが半値全幅Ｂの３０～８０％の範囲であるこ
とが好ましく、より好ましくは３０～７０％の範囲であり、さらに好ましくは３０～６０
％の範囲である。特に、導光体３からの出射光光度分布（ＸＺ面内）の半値全幅Ｂが２６
～３６度の場合には、半値全幅Ａが半値全幅Ｂの３０～８０％の範囲であることが好まし
く、より好ましくは３０～７０％の範囲であり、さらに好ましくは３０～６０％の範囲で
ある。さらに、導光体３からの出射光光度分布（ＸＺ面内）の半値全幅Ｂが３６度を超え
る場合には、半値全幅Ａが半値全幅Ｂの３０～７０％の範囲であることが好ましく、より
好ましくは３０～６０％の範囲であり、さらに好ましくは３０～５０％の範囲である。
【００４８】
一般に導光板の出射効率を高めようとすると、導光体３からの出射光光度分布（ＸＺ面内
）の半値全幅Ｂは大きくなり集光効率は低下するように思えるが、実際は上記のように狭
視野化の効果は大きくなるため、狭視野化の効率および面光源装置としての光利用効率と
いう点では出射光光度分布（ＸＺ面内）の半値全幅Ｂが２６度以上である導光体との組み
合わせで光偏向素子を使用することが好ましく、より好ましくは半値全幅Ｂが３６度を超
える導光体である。また、導光体３からの出射光光度分布（ＸＺ面内）の半値全幅が小さ
い場合には狭視野化の効果は小さくなるが、導光体３からの出射光光度分布（ＸＺ面内）
の半値全幅が小さいものほど高輝度化を図ることができるため、高輝度化という点では出
射光光度分布（ＸＺ面内）の半値全幅Ｂが２６度未満である導光体との組み合わせで光偏
向素子を使用することが好ましい。
【００４９】
一次光源１はＹ方向に延在する線状の光源であり、該一次光源１としては例えば蛍光ラン
プや冷陰極管を用いることができる。なお、本発明においては、一次光源１としては線状
光源に限定されるものではなく、ＬＥＤ光源、ハロゲンランプ、メタハロランプ等のよう
な点光源を使用することもできる。特に、携帯電話機や携帯情報端末機等の比較的小さな
画面寸法の表示装置に使用する場合には、ＬＥＤ等の小さな点光源を使用することが好ま
しい。また、一次光源１は、図１に示したように、導光体３の一方の側端面に設置する場
合だけでなく、必要に応じて対向する他方の側端面にもさらに設置することもできる。
【００５０】
例えば、一次光源１としてＬＥＤ光源等の略点状光源を導光体３のコーナー等に配置して
使用する場合には、導光体３に入射した光は光出射面３３と同一の平面内において一次光
源１を略中心とした放射状に導光体３中を伝搬し、光出射面３３から出射する出射光も同
様に一次光源１を中心とした放射状に出射する。このような放射状に出射する出射光を、
その出射方向に関わらず効率よく所望の方向に偏向させるためには、光偏向素子４に形成
するプリズム列を一次光源１を取り囲むように略弧状に略並列して配置することが好まし
い。このように、プリズム列を一次光源１を取り囲むように略弧状に略並列して配置する
ことにより、光出射面３３から放射状に出射する光の殆どが光偏向素子４のプリズム列に
対して略垂直に入射するため、導光体３の光出射面３３の全領域で出射光を効率良く特定
の方向に向けることができ、輝度の均一性を向上させることができる。光偏向素子４に形
成する略弧状のプリズム列は、導光体３中を伝搬する光の分布に応じてその弧状の程度を
選定し、光出射面３３から放射状に出射する光の殆どが光偏向素子４のプリズム列に対し
て略垂直に入射するようにすることが好ましい。具体的には、ＬＥＤ等の点状光源を略中
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心とした同心円状に円弧の半径が少しずつ大きくなるように略並列して配置されたものが
挙げられ、プリズム列の半径の範囲は、面光源システムにおける点状光源の位置と、液晶
表示エリアに相当する面光源の有効エリアとの位置関係や大きさによって決定される。
【００５１】
光源リフレクタ２は一次光源１の光をロスを少なく導光体３へ導くものである。材質とし
ては、例えば表面に金属蒸着反射層有するプラスチックフィルムを用いることができる。
図１に示されているように、光源リフレクタ２は、光反射素子５の端縁部外面から一次光
源１の外面を経て光偏向素子４の出光面端縁部へと巻きつけられている。他方、光源リフ
レクタ２は、光偏向素子４を避けて、光反射素子５の端縁部外面から一次光源１の外面を
経て導光体３の光出射面端縁部へと巻きつけることも可能である。
【００５２】
このような光源リフレクタ２と同様な反射部材を、導光体３の側端面３１以外の側端面に
付することも可能である。光反射素子５としては、例えば表面に金属蒸着反射層を有する
プラスチックシートを用いることができる。本発明においては、光反射素子５として反射
シートに代えて、導光体３の裏面３４に金属蒸着等により形成された光反射層等とするこ
とも可能である。
【００５３】
本発明の導光体３及び光偏向素子４は、光透過率の高い合成樹脂から構成することができ
る。このような合成樹脂としては、メタクリル樹脂、アクリル樹脂、ポリカーボネート系
樹脂、ポリエステル系樹脂、塩化ビニル系樹脂が例示できる。特に、メタクリル樹脂が、
光透過率の高さ、耐熱性、力学的特性、成形加工性に優れており、最適である。このよう
なメタクリル樹脂としては、メタクリル酸メチルを主成分とする樹脂であり、メタクリル
酸メチルが８０重量％以上であるものが好ましい。導光体３及び光偏向素子４の粗面の表
面構造やプリズム列等の表面構造を形成するに際しては、透明合成樹脂板を所望の表面構
造を有する型部材を用いて熱プレスすることで形成してもよいし、スクリーン印刷、押出
成形や射出成形等によって成形と同時に形状付与してもよい。また、熱あるいは光硬化性
樹脂等を用いて構造面を形成することもできる。更に、ポリエステル系樹脂、アクリル系
樹脂、ポリカーボネート系樹脂、塩化ビニル系樹脂、ポリメタクリルイミド系樹脂等から
なる透明フィルムあるいはシート等の透明基材上に、活性エネルギー線硬化型樹脂からな
る粗面構造またレンズ列配列構造を表面に形成してもよいし、このようなシートを接着、
融着等の方法によって別個の透明基材上に接合一体化させてもよい。活性エネルギー線硬
化型樹脂としては、多官能（メタ）アクリル化合物、ビニル化合物、（メタ）アクリル酸
エステル類、アリル化合物、（メタ）アクリル酸の金属塩等を使用することができる。
【００５４】
以上のような一次光源１、光源リフレクタ２、導光体３、光偏向素子４および光反射素子
５からなる面光源装置の発光面（光偏向素子４の出光面４２）上に、液晶表示素子を配置
することにより液晶表示装置が構成される。液晶表示装置は、図１における上方から液晶
表示素子を通して観察者により観察される。また、本発明においては、十分にコリメート
された狭い分布の光を面光源装置から液晶表示素子に入射させることができるため、液晶
表示素子での階調反転等がなく明るさ、色相の均一性の良好な画像表示が得られるととも
に、所望の方向に集中した光照射が得られ、この方向の照明に対する一次光源の発光光量
の利用効率を高めることができる。
【００５５】
さらに、本発明においては、このように光偏向素子４によって狭視野化され高輝度化され
た光源装置において、輝度の低下をできる限り招くことなく、視野範囲を目的に応じて適
度に制御するために、光偏向素子４の出光面上に光拡散素子６を隣接配置する。また、本
発明においては、このように光拡散素子６を配置することによって、品位低下の原因とな
るぎらつきや輝度斑等を抑止し品位向上を図ることもできる。
【００５６】
光拡散素子６は、光偏向素子４の出光面側に光偏向素子４と一体化させてもよいし、光拡
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散素子６を個別に光偏向素子４の出光面側に載置してもよいが、個別に光拡散素子６を配
置することが好ましい。個別に光拡散素子６を載置する場合には、光拡散素子６の光偏向
素子４に隣接する側の面には、光偏向素子４とのスティッキングを防止するため、凹凸構
造を付与することが好ましい。同様に、光拡散素子６の出射面においても、その上に配置
される液晶表示素子との間でのスティッキングを考慮する必要があり、光拡散素子６の出
射面にも凹凸構造を付与することが好ましい。この凹凸構造は、スティッキング防止の目
的のみに付与する場合には、平均傾斜角が０．７度以上となるような構造とすることが好
ましく、さらに好ましくは１度以上であり、より好ましくは１．５度以上である。
【００５７】
本発明においては、輝度特性、視認性および品位等のバランスを考慮して光偏向素子４か
らの出射光を適度に拡散させる光拡散特性を有する光拡散素子６を使用することが必要で
ある。すなわち、光拡散素子６の光拡散性が低い場合には、視野角を十分に広げることが
困難となり視認性を低下させるとともに、品位改善効果が十分でなくなる傾向にあり、逆
に光拡散性が高すぎる場合には光偏向素子４による狭視野化の効果が損なわれるとともに
、全光線透過率も低くなり輝度が低下する傾向にある。そこで、本発明の光拡散素子６に
おいては、平行光を入射したときの出射光光度分布（ＸＺ面内）の半値全幅が１～１３度
の範囲であるものが使用される。光拡散素子６の半値全幅は、好ましくは３～１１度の範
囲、さらに好ましくは４～８．５度の範囲である。なお、本発明において光拡散素子６の
出射光光度分布（ＸＺ面内）の半値全幅とは、図２１に示すように、光拡散素子６に入射
した平行光線が出射時にどの程度拡散して広がるかを示したもので、光拡散素子６を透過
し拡散した光の出射光光度分布（ＸＺ面内）におけるピ－ク値に対する半値での広がり角
の全幅の角度（ΔθＨ）をいう。
【００５８】
このような光拡散特性は、光拡散素子６中に光拡散剤を混入したり、光拡散素子６の少な
くとも一方の表面に凹凸構造を付与することによって付与することができる。表面に形成
する凹凸構造は、光拡散素子６の一方の表面に形成する場合と両方の表面に形成する場合
とでは、その程度が異なる。光拡散素子６の一方の表面に凹凸構造を形成する場合には、
その平均傾斜角を０．８～１２度の範囲とすることが好ましく、さらに好ましくは３．５
～７度であり、より好ましくは４～６．５度である。光拡散素子６の両方の表面に凹凸構
造を形成する場合には、一方の表面に形成する凹凸構造の平均傾斜角を０．８～６度の範
囲とすることが好ましく、さらに好ましくは２～４度であり、より好ましくは２．５～４
度である。この場合、光拡散素子６の全光線透過率の低下を抑止するためには、光拡散素
子６の入射面側の平均傾斜角を出射面側の平均傾斜角よりも大きくすることが好ましい。
また、光拡散素子６のヘイズ値としては８～８２％の範囲とすることが、輝度特性向上と
視認性改良の観点から好ましく、さらに好ましくは３０～７０％の範囲であり、より好ま
しくは４０～６５％の範囲である。
【００５９】
本発明の光源装置においては、その発光面（光拡散素子６の出射面）の法線方向から観察
した場合の表示エリア内における輝度が均一であることも要求される。この輝度の均一性
は光源の表示エリアの大きさにも依存し、例えば、ノートパソコンやモニター等の表示エ
リアが大きい大型の光源装置では、比較的広い視野角特性が要求される場合があり、発光
面からの出射する出射光光度分布（ＸＺ面内）をより広くすることが要求される。一方、
携帯電話や携帯情報端末等の表示エリアが小さい小型の光源装置では、高輝度や表示品位
向上が優先される場合があり、発光面からの出射する出射光光度分布（ＸＺ面内）は比較
的狭くてもよい。このため、光拡散素子６としては、光源装置の表示エリアの大きさに応
じて適切な光拡散特性を有するものを使用することが好ましい。
【００６０】
このような光源装置の表示エリアの大きさに応じた光拡散素子６の光拡散特性について、
説明する。なお、光源装置の表示エリアの大きさは、その展開長を基準として説明する。
ここで、光源装置の展開長（導光体３の展開長）とは、図２２に示したように、線状の冷
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陰極光源が一次光源１として導光体３の光入射面に配置された場合、導光体３に入射した
光が導光する方向、すなわち光入射面と垂直な方向における表示エリアの最長距離Ｌをい
う。また、図２３に示したように、導光体３のコ－ナにＬＥＤ等の点光源が一次光源１と
して配置された場合、光点源から最も遠い有効表示エリアと点光源を結ぶ直線上の表示エ
リアの距離Ｌをいう。
【００６１】
（１）導光体３の展開長が８ｃｍ以下の場合
このような光源装置は、一次光源１として線状の冷陰極管（一灯型）やＬＥＤ等が使用さ
れ、携帯電話、携帯情報端末、デジタルカメラ等の表示エリアが小さい表示装置に使用さ
れるため、視野角をさほど大きくする必要はなく、品位低下の原因となるぎらつきや輝度
斑等を抑える程度の光拡散性を光拡散素子６により付与し、光利用効率を高め高輝度を維
持するとともに、消費電力を低く抑えることが必要となる。このため、光拡散素子６とし
ては、出射光光度分布（ＸＺ面内）の半値全幅が１～６度の範囲であることが好ましく、
さらに好ましくは１～５度、より好ましくは２～５度の範囲である。また、ヘイズ値とし
ては、８～６０％の範囲であることが好ましく、さらに好ましくは８～５０％、より好ま
しくは２０～５０％の範囲である。さらに、光拡散素子６の表面に凹凸構造を形成する場
合には、その平均傾斜角が０．８～５度の範囲であることが好ましく、さらに好ましくは
０．８～４度、より好ましくは２～４度の範囲である。
【００６２】
（２）導光体３の展開長が８ｃｍを超え２３ｃｍ以下の場合（一次光源１として一灯型の
冷陰極管を使用）
このような光源装置は、ノートパソコン、デスクトップ型パソコンのモニター、比較的小
型の液晶テレビ等の表示装置に使用されるため、比較的広い視野角が必要であり、液晶表
示装置の高解像度化に伴い品位の高い高輝度が必要となる。このため、光拡散素子６とし
ては、出射光光度分布（ＸＺ面内）の半値全幅が３～１１度の範囲であることが好ましく
、さらに好ましくは４～１０度、より好ましくは４～９度の範囲である。また、ヘイズ値
としては、３０～８０％の範囲であることが好ましく、さらに好ましくは４０～７３％、
より好ましくは４５～７０％の範囲である。さらに、光拡散素子６の表面に凹凸構造を形
成する場合には、その平均傾斜角が３～９．５度の範囲であることが好ましく、さらに好
ましくは３．５～８．５度、より好ましくは４．５～７度の範囲である。
【００６３】
導光体３の展開長が８ｃｍを超え１８ｃｍ以下の場合には、比較的小型のノートパソコン
の表示装置に使用されるため、必要な視野角はやや狭いものである。このため、光拡散素
子６としては、出射光光度分布（ＸＺ面内）の半値全幅が３～８度の範囲であることが好
ましく、さらに好ましくは４～８度、より好ましくは４～７度の範囲である。また、ヘイ
ズ値としては、３０～７０％の範囲であることが好ましく、さらに好ましくは４０～６５
％、より好ましくは４５～６０％の範囲である。さらに、光拡散素子６の表面に凹凸構造
を形成する場合には、その平均傾斜角が３～７度の範囲であることが好ましく、さらに好
ましくは３．５～６．５度、より好ましくは４．５～６度の範囲である。
【００６４】
導光体３の展開長が１８ｃｍを超え２２ｃｍ以下の場合には、比較的大形のノートパソコ
ンの表示装置に使用されるため、比較的広い視野角が必要であるとともに、表示エリア内
での輝度の均一性を達成することが必要である。このため、光拡散素子６としては、出射
光光度分布（ＸＺ面内）の半値全幅が４～１０度の範囲であることが好ましく、さらに好
ましくは５～９度、より好ましくは５～８．５度の範囲である。また、ヘイズ値としては
、４０～７５％の範囲であることが好ましく、さらに好ましくは５０～７０％、より好ま
しくは５０～６５％の範囲である。さらに、光拡散素子６の表面に凹凸構造を形成する場
合には、その平均傾斜角が３．５～８度の範囲であることが好ましく、さらに好ましくは
４～７度、より好ましくは４．５～６．５度の範囲である。
【００６５】
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導光体３の展開長が２２ｃｍを超え２３ｃｍ以下の場合は、比較的大型のノートパソコン
等の表示装置に使用される。一灯型の冷陰極管を一次光源１として使用するノートパソコ
ンとしては表示エリアが大きいものであり、導光体３の展開長が２２ｃｍ以下のものと比
較すると、光利用効率をより高くし輝度を向上させることが必要となる。このように輝度
をより高くしようとすると、例えば、光源装置の導光体３の裏面に配置される反射シート
として、指向性反射性の低い発泡ＰＥＴ反射フィルムに代えて指向性反射特性に優れる銀
反射シ－トやアルミ反射シ－ト等の金属反射シートを使用する必要がある。しかし、金属
反射シ－トを使用した場合には、金属反射特有のぎらつき、入射面近傍に現れる暗線輝線
、入射面両端部近傍に現れる暗部等の欠陥が強く発現され、光源装置としての品位が損な
われる傾向にある。このような品位低下を抑止するためには、出射光光度分布（ＸＺ面内
）の半値全幅が９度を超えるような光拡散性の高い光拡散素子６を使用することが必要と
なってくるが、このうような光拡散素子６を使用した場合には光拡散性が大きくなりすぎ
るとともに、全光線透過率の大幅な低下を招くため、十分に高い輝度が得られないという
問題点を有する。このため、このような品位低下を導光体３や光偏向素子４にて抑止し、
光拡散素子６としては、出射光光度分布（ＸＺ面内）の半値全幅が５～１１度の範囲のも
のを使用することが好ましく、さらに好ましくは６～１０度、より好ましくは７～９度の
範囲である。また、ヘイズ値としては、５０～８０％の範囲であることが好ましく、さら
に好ましくは５５～７３％、より好ましくは５５～７０％の範囲である。さらに、光拡散
素子６の表面に凹凸構造を形成する場合には、その平均傾斜角が４．５～９．５度の範囲
であることが好ましく、さらに好ましくは５～８．５度、より好ましくは５～７度の範囲
である。
【００６６】
（３）導光体３の展開長が２２ｃｍを超え２８ｃｍ以下の場合（一次光源１として多灯型
の冷陰極管を使用）
このような光源装置は、デスクトップ型パソコンのモニター、液晶テレビ等の表示装置に
使用されるため、比較的広い視野角が必要であるとともに高い輝度が必要となる。このた
め、一次光源１としては導光体３の対向する２つの端面にそれぞれ１個以上の冷陰極管を
配置した多灯型のものが使用される。このような光源装置では、一灯型の一次光源１を用
いたものとは品位に関する視認性が異なり、後述するような出射光光度分布（ＸＺ面内）
の非対称性はその特性を失い、光源装置の中央部付近の出射光光度分布（ＸＺ面内）は、
図２４に示したように、光拡散素子６を使用しない場合でも対称性が向上する。さらに、
光源に近い両端部近傍での出射光光度分布（ＸＺ面内）は、それぞれ最も近いところから
導光される光の影響をうけ、若干非対称性を帯びた出射光光度分布（ＸＺ面内）となる。
すなわち、図２４の左側の端部近傍では、光源側の出射光光度分布（ＸＺ面内）が急激に
低下し、中央側の出射光光度分布（ＸＺ面内）は滑らかなテイリング傾向を有しているた
め、左端部近傍での光の出射方向はやや中央部へ向いている成分が多くなっている。一方
、図２４の右側の端部近傍では、これと反対の出射光光度分布（ＸＺ面内）を有しており
、光の出射方向はやや中央部へ向いている成分が多くなっている。このため、中央部から
両端部近傍を観察したときの視認性に優れた出射光特性が得られ、端部まで高品位な、高
い輝度を有する光源装置となる。このため、光拡散素子６としては、広い視野角を得る光
拡散性が必要とされ、出射光光度分布（ＸＺ面内）の半値全幅が６～１３度の範囲のもの
を使用することが好ましく、さらに好ましくは６．５～１１度、より好ましくは７～９度
の範囲である。また、ヘイズ値としては、５０～８２％の範囲であることが好ましく、さ
らに好ましくは６０～７５％、より好ましくは６５～７０％の範囲である。さらに、光拡
散素子６の表面に凹凸構造を形成する場合には、その平均傾斜角が４．５～１２度の範囲
であることが好ましく、さらに好ましくは５．５～８．５度、より好ましくは６～７度の
範囲である。
【００６７】
本発明の光源装置においては、上記のような光拡散素子６を用いる場合、光偏向素子４か
らの出射光輝度分布（ＸＺ面内）の半値全幅が１９～２６度程度の集光性が比較的弱い光
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偏向素子４を使用するとともに、光拡散性の比較的弱い光拡散素子６を使用した方がＹＺ
面での拡散による輝度の低下を抑えられるため、輝度向上の観点からは好ましい場合があ
る。この場合、光拡散素子６としては、広い視野角を得る光拡散性が必要とされ、出射光
光度分布（ＸＺ面内）の半値全幅が１～８度の範囲のものを使用することが好ましく、さ
らに好ましくは２～８度、より好ましくは３～７度の範囲である。また、ヘイズ値として
は、８～７０％の範囲であることが好ましく、さらに好ましくは３０～６５％、より好ま
しくは４０～６０％の範囲である。さらに、光拡散素子６の一方の表面に凹凸構造を形成
する場合には、その平均傾斜角が０．８～７度の範囲であることが好ましく、さらに好ま
しくは３～６．５度、より好ましくは３．５～６度の範囲である。凹凸構造を両面に形成
する場合には、その一方の表面の平均傾斜角が０．８～４度の範囲であることが好ましく
、さらに好ましくは１～４度、より好ましくは２～４度の範囲である。
【００６８】
本発明の光源装置においては、光偏向素子４の出光面から出射する出射光は図２５に示し
たような非対称的な出射光輝度分布（ＸＺ面内）を有する場合がある。この出射光輝度分
布（ＸＺ面内）は、導光体３から出射した出射光光度分布（ＸＺ面内）に由来するもので
ある。このような非対称的な出射光輝度分布（ＸＺ面内）は、例えば、光偏向素子４から
の出射光輝度分布（ＸＺ面内）の半値全幅が、２０度以下の指向性の高い出射光が出射さ
れる場合に発現する傾向にある。特に、表示エリアの比較的大きな光源装置においては、
このような出射光輝度分布（ＸＺ面内）の非対称性を緩和させるためには、光拡散性の比
較的強い光拡散素子６を使用することが必要となる。一方、光拡散素子６として、出射光
光度分布（ＸＺ面内）の半値全幅が４度以上、ヘイズ値が３５％以上のものを使用した場
合には、光拡散素子６から出射する出射光光度分布（ＸＺ面内）のピーク角度が光偏向素
子４からの出射光輝度分布（ＸＺ面内）のピーク角度に対して、光源と反対側の方向へ１
～３度程度偏角される。このため、光偏角素子からの出射光輝度分布（ＸＺ面内）のピー
ク角度が所望の方向（例えば法線方向）にある場合には、光拡散素子６を使用することに
よって所望の方向での輝度の低下を招くことになる。従って、光偏向素子４からの出射光
輝度分布（ＸＺ面内）の半値全幅が２０度以下である場合に上記のような光拡散素子６を
使用する際には、予め、光偏向素子４からの出射光輝度分布（ＸＺ面内）のピーク角度が
所望の方向から光源側に０．５～３度、さらに好ましくは０．５～２度、より好ましくは
１～２度傾くように光偏向素子４等を設計しておくことが好ましい。
【００６９】
本発明においては、光拡散素子６として光拡散性に異方性を有するものを使用することが
、光拡散素子６の全光線透過率を高め、光偏向素子４からの出射光を効率的に拡散でき、
輝度を向上させることができるため好ましい。例えば、導光体３の一つの端面に線上の冷
陰極管を一次光源１として配置した光源装置においては、狭視野化を図る光偏向素子４で
は、導光体３の光出射面から出射する出射光をＸＺ面において主として狭視野化を図るも
のであり、さらに光拡散素子６により狭視野化されたＸＺ面の光を主として拡散させ視野
角を広げることを目的としている。しかし、光拡散素子６として等方性拡散性のものを使
用した場合には、光偏角素子により狭視野化されていないＹＺ面の光も同等に拡散される
ため、輝度の低下を招くことになる。そこで、図２６に示したように、ＸＺ面よりもＹＺ
面での光拡散性が高いような異方拡散性を有する光拡散素子６を使用することにより、光
偏向素子４により狭視野化されたＸＺ面の光を強く拡散し、狭視野化されていないＹＺ面
の光の拡散を弱くすることができ、光偏向素子４からの出射光を効率的に拡散することが
でき、輝度の低下をできる限り最小に抑えることができる。
【００７０】
本発明においては、このような光拡散素子６の異方拡散性については、どのような異方性
を有する光拡散素子６を使用するかは、上記のようにＸＺ面とＹＺ面での異方性に限定さ
れるものではなく、導光体３の光出射機構、光偏向素子４のレンズ形状や配列、光源装置
の用途等に応じて適宜選定することができる。すなわち、図２７に示したように、光拡散
素子６の出射面に対する法線軸を含む任意の面（ＺＰ－ｎ面（ｎ＝１，２，・・・））を
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想定し、これらの任意の面における出射光光度分布（ＸＺ面内）の半値全幅を相違させる
ことによって異方性を付与することができる。なお、ＺＰ－ｎ面の中で最も大きい半値全
幅を最大半値全幅、最も小さい半値全幅を最小半値全幅とする。同様に、光拡散素子６に
異方拡散性を付与する凹凸構造の平均傾斜角についても、ＺＰ－ｎ面と光拡散素子６（Ｘ
Ｙ面）が交差する任意のＰ-ｎ方向における平均傾斜角を相違させることによって平均傾
斜角の異方性を付与することができる。このとき、Ｐ－ｎ方向の中で最も大きい平均傾斜
角を最大平均傾斜角、最も小さい平均傾斜角を最小平均傾斜角とする。
【００７１】
例えば、導光体３の一つの端面に線上の冷陰極管を配置し一次光源１とした場合、光偏向
素子４は主としてＸＺ面で狭視野化を主として図り、ＹＺ面では殆ど作用しないため、Ｘ
Ｚ面で効果的に出射光を拡散し、ＹＺ面では出射光を拡散させないような異方拡散性を有
する光拡散素子６を使用することが最適である。従って、光拡散素子６としては、ＸＺ面
で最大半値全幅を示し、ＹＺ面で最小半値全幅を示すような異方拡散性を有するものが好
ましい。同様に、光拡散素子６に形成する凹凸構造も、Ｘ方向に最大平均傾斜角を有し、
Ｙ方向に最小平均傾斜角を有するような構造あるいは配置とすることが好ましい。
【００７２】
このような異方拡散性を有する光拡散素子６においても、輝度特性、視認性および品位等
のバランスを考慮して光偏向素子４からの出射光を適度に拡散させる光拡散特性を有する
光拡散素子６を使用することが必要である。すなわち、光拡散素子６の光拡散性が低い場
合には、視野角を十分に広げることが困難となり視認性を低下させるとともに、品位改善
効果が十分でなくなる傾向にあり、逆に光拡散性が高すぎる場合には光偏向素子４による
狭視野化の効果が損なわれるとともに、全光線透過率も低くなり輝度が低下する傾向にあ
る。そこで、出射光光度分布（ＸＺ面内）の最大半値全幅が１～１３度の範囲であるもの
が使用され、好ましくは３～１１度の範囲、さらに好ましくは４～９度の範囲である。ま
た、最小半値全幅に対する最大半値全幅の比（最大半値全幅／最小半値全幅）が１．１～
２０の範囲であることが好ましく、さらに好ましくは２～１５の範囲、より好ましくは４
～１０の範囲である。これは、最大半値全幅／最小半値全幅を１．１以上とすることによ
って光の利用効率を向上させ輝度を高めることができるためであり、２０以下とすること
によって強い光拡散性による輝度の低下を抑止することができるためである。
【００７３】
光拡散素子６の一方の表面に凹凸構造を形成する場合には、その最大平均傾斜角を０．８
～１５度の範囲とすることが好ましく、さらに好ましくは３．５～１１度であり、より好
ましくは４～９度である。また、最大半値全幅／最小半値全幅と同様の観点から、最小平
均傾斜角に対する最大平均傾斜角の比（最大平均傾斜角／最小平均傾斜角）は、１．１～
２０の範囲であることが好ましく、さらに好ましくは２～１５の範囲、より好ましくは４
～１０の範囲である。凹凸構造は、光拡散素子６の両方の表面に形成してもよく、この場
合、光拡散素子６の全光線透過率の低下を抑止するためには、光拡散素子６の入射面側の
平均傾斜角を出射面側の平均傾斜角よりも大きくすることが好ましい。また、光拡散素子
６のヘイズ値としては８～８２％の範囲とすることが、輝度特性向上と視認性改良の観点
から好ましく、さらに好ましくは３０～７０％の範囲であり、より好ましくは４０～６５
％の範囲である。
【００７４】
また、光拡散素子６としては、光源装置の表示エリアの大きさに応じて適切な光拡散特性
を有するものを使用することが好ましい。導光体３の展開長が８ｃｍ以下の場合には、光
拡散素子６としては、出射光光度分布（ＸＺ面内）の最大半値全幅が１～６度の範囲であ
ることが好ましく、さらに好ましくは１～５度、より好ましくは２～５度の範囲である。
また、ヘイズ値としては、８～６０％の範囲であることが好ましく、さらに好ましくは８
～５０％、より好ましくは２０～５０％の範囲である。さらに、光拡散素子６の表面に凹
凸構造を形成する場合には、その最大平均傾斜角が０．８～５度の範囲であることが好ま
しく、さらに好ましくは０．８～４度、より好ましくは２～４度の範囲である。



(18) JP 4323189 B2 2009.9.2

10

20

30

40

50

【００７５】
導光体３の展開長が８ｃｍを超え２３ｃｍ以下の場合（一次光源１として一灯型の冷陰極
管を使用）には、光拡散素子６としては、出射光光度分布（ＸＺ面内）の最大半値全幅が
３～１１度の範囲であることが好ましく、さらに好ましくは４～１０度、より好ましくは
４～９度の範囲である。また、ヘイズ値としては、３０～８０％の範囲であることが好ま
しく、さらに好ましくは４０～７３％、より好ましくは４５～７０％の範囲である。さら
に、光拡散素子６の表面に凹凸構造を形成する場合には、その最大平均傾斜角が３～１５
度の範囲であることが好ましく、さらに好ましくは３．５～１０度、より好ましくは４．
５～８度の範囲である。中でも、導光体３の展開長が８ｃｍを超え１８ｃｍ以下の場合に
は、光拡散素子６としては、出射光光度分布（ＸＺ面内）の最大半値全幅が３～１０度の
範囲であることが好ましく、さらに好ましくは４～１０度、より好ましくは４～９度の範
囲である。また、ヘイズ値としては、３０～７０％の範囲であることが好ましく、さらに
好ましくは４０～６５％、より好ましくは４５～６０％の範囲である。さらに、光拡散素
子６の表面に凹凸構造を形成する場合には、その最大平均傾斜角が３～９度の範囲である
ことが好ましく、さらに好ましくは３．５～８度、より好ましくは４．５～８度の範囲で
ある。また、導光体３の展開長が１８ｃｍを超え２２ｃｍ以下の場合には、光拡散素子６
としては、出射光光度分布（ＸＺ面内）の最大半値全幅が４～１３度の範囲であることが
好ましく、さらに好ましくは５～１１度、より好ましくは５～８．５度の範囲である。ま
た、ヘイズ値としては、４０～７５％の範囲であることが好ましく、さらに好ましくは５
０～７０％、より好ましくは５０～６５％の範囲である。さらに、光拡散素子６の表面に
凹凸構造を形成する場合には、その最大平均傾斜角が３．５～１５度の範囲であることが
好ましく、さらに好ましくは４～９度、より好ましくは４．５～６．５度の範囲である。
さらに、導光体３の展開長が２２ｃｍを超え２３ｃｍ以下の場合は、光拡散素子６として
は、出射光光度分布（ＸＺ面内）の最大半値全幅が５～１３度の範囲のものを使用するこ
とが好ましく、さらに好ましくは６～１２度、より好ましくは７～９度の範囲である。ま
た、ヘイズ値としては、５０～８０％の範囲であることが好ましく、さらに好ましくは５
５～７３％、より好ましくは５５～７０％の範囲である。さらに、光拡散素子６の表面に
凹凸構造を形成する場合には、その最大平均傾斜角が４．５～１５度の範囲であることが
好ましく、さらに好ましくは５～１０度、より好ましくは５～７度の範囲である。
【００７６】
導光体３の展開長が２２ｃｍを超え２８ｃｍ以下の場合（一次光源１として多灯型の連陰
極管を使用）には、光拡散素子６としては、広い視野角を得る光拡散性が必要とされ、出
射光光度分布（ＸＺ面内）の最大半値全幅が６～１３度の範囲のものを使用することが好
ましく、さらに好ましくは６．５～１１度、より好ましくは７～９度の範囲である。また
、ヘイズ値としては、５０～８２％の範囲であることが好ましく、さらに好ましくは６０
～７５％、より好ましくは６５～７０％の範囲である。さらに、光拡散素子６の表面に凹
凸構造を形成する場合には、その最大平均傾斜角が４．５～１５度の範囲であることが好
ましく、さらに好ましくは５．５～１３度、より好ましくは６～７度の範囲である。
【００７７】
このような異方拡散性を有する光拡散素子６の拡散性付与構造としては、例えば、図２８
～３０に示したような凹凸構造が挙げられる。図２８に示した凹凸構造は、一軸上に長く
伸びたレンチキュラーレンズ列等の多数のレンズ列を略並列して連設した配列構造である
。このようなレンズ列の配列ピッチは表示装置として使用される液晶素子のピッチおよび
光偏向素子４のプリズム列等のレンズ列の配列ピッチに対してモアレの発生しにくいピッ
チを選定するか、ランダムな配列ピッチとすることが好まし。通常、レンズ列の配列ピッ
チは１～７０μｍの範囲とすることが好ましく、製造の容易さやモアレの発生を防止する
観点から５～４０μｍがさらに好ましく、より好ましくは１０～３０μｍの範囲である。
また、レンズ列の長手方向と直交する方向の平均傾斜角は０．８～1５度の範囲とするこ
とが輝度向上と視認性の観点から好ましく、さらに好ましくは３．５～１１度、より好ま
しくは４～９度の範囲である。
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【００７８】
図２９に示した凹凸構造は、多数のシリンドリカルレンズ形状体を離散的に配列した構造
である。シリンドリカルレンズ形状体の配列間隔は、一定の規則的なピッチでもよく、ラ
ンダムな配列ピッチであってもよい。通常、シリンドリカルレンズ形状体の配列ピッチは
、１～７０μｍの範囲とすることが好ましく、製造の容易さやモアレの発生を防止する観
点から５～４０μｍがさらに好ましく、より好ましくは１０～３０μｍの範囲である。ま
た、シリンドリカルレンズ形状体の長手方向と直交する方向の平均傾斜角は０．８～1５
度とすることが輝度向上と視認性の観点から好ましく、さらに好ましくは３．５～１１度
、より好ましくは４～９度の範囲である。このような離散的な配列構造は、光拡散素子６
として最大半値全幅であることが必要な面と光拡散素子６の出射面との交差する線と、シ
リンドリカルレンズ形状体の長手方向が略直交する量的確率が高くなるように配列するこ
とが好ましい。また、光拡散素子６として最小半値全幅であることが必要な面と光拡散素
子６の出射面と交差する線と、シリンドリカルレンズ形状体の長手方向が略平行になる量
的確率が高くなるよう配列することが好ましい。
【００７９】
図３０に示した凹凸構造はヘアライン構造である。ヘアラインの延びる方向に直交方向の
平均傾斜角は０．８～1５度とすることが輝度向上と視認性の観点から好ましく、さらに
好ましくは３．５～１１度、より好ましくは４～９度の範囲である。ヘアラインの延びる
方向は、光拡散素子６として最大半値全幅であることが必要な面と光拡散素子６の出射面
との交差する線と略直交する方向が好ましい。
【００８０】
このような異方拡散性を付与する凹凸構造が形成された面およびその裏面の少なくとも一
方にマット構造を付与することにより、ぎらつきや輝度斑等を抑止することができ品位を
向上させることができる。しかし、マット構造の光拡散性が強くなると異方拡散性が損な
われ輝度の低下を招く場合があるため、比較的光拡散性の弱いマット構造を付与すること
が好ましい。このようなマット構造としては、平均傾斜角度が０．５～５度の範囲のもの
が好ましく、さらに好ましくは０．８～４度、より好ましくは１～３．５度の範囲である
。なお、異方性付与凹凸構造の表面にマット構造を付与した場合のマット構造の平均傾斜
角は、凹凸構造に起因する平均傾斜角度を除いたマット構造自体の平均傾斜角をいう。す
なわち、凹凸構造の無い部分や凹凸構造の長手方向に平行な平均傾斜角を測定することが
でき、触針粗さ計による計測、光拡散素子６の断面形状を画像解析する方法、原子間力顕
微鏡等によって測定することができる。
【００８１】
本発明においては、光偏向素子４を用いて導光体３からの出射光を法線方向等の特定な方
向に出射させ、この出射光を異方拡散性を有する光拡散素子６を用いて所望の方向に出射
させることもできる。この場合、光拡散素子６に異方拡散作用と光偏向角作用の両方の機
能を付与することもできる。例えば、凹凸構造としてレンチキュラーレンズ列やシリンド
リカルレンズ形状体を用いたものでは、その断面形状を非対称形状にすることで、異方拡
散作用と光偏向作用の両機能を付与することができる。
【００８２】
また、本発明においては、光源装置としての視野角を調整し、品位を向上させる目的で、
光偏向素子４や光拡散素子６に光拡散材を含有させることもできる。このような光拡散材
としては、光偏向素子４や光拡散素子６を構成する材料と屈折率が異なる透明な微粒子を
使用することができ、例えば、シリコンビーズ、ポリスチレン、ポリメチルメタクリレ－
ト、フッ素化メタクリレ－ト等の単独重合体あるいは共重合体等が挙げられる。光拡散材
としては、光偏向素子４による狭視野効果や光拡散素子６による適度な拡散効果を損なわ
ないように、含有量、粒径、屈折率等を適宜選定する必要がある。例えば、光拡散材の屈
折率は、光偏向素子４や光拡散素子６を構成する材料との屈折率差が小さすぎると拡散効
果が小さく、大きすぎると過剰な散乱屈折作用が生じるため、屈折率差が０．０１～０．
１の範囲とすることが好ましく、さらに好ましくは０．０３～０．０８、より好ましくは
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０．０３～０．０５の範囲である。また、拡散材の粒径は、粒径が大きすぎると散乱が強
くなりぎらつきや輝度の低下を引き起こし、小さすぎると着色が発生するため、平均粒径
が０．５～２０μｍの範囲とすることが好ましく、さらに好ましくは２～１５μｍ、より
好ましくは２～１０μｍの範囲である。
【００８３】
なお、本発明のような光偏向素子を用いた光源装置の出射光輝度分布（ＸＺ面内）は、ピ
－ク位置を境に、光源側での出射光輝度分布（ＸＺ面内）がピ－ク光から遠くなるにつれ
急激に輝度が低下し、光源から遠い側での出射光輝度分布（ＸＺ面内）は比較的緩やかに
輝度が低下する非対称な出射光輝度分布（ＸＺ面内）を示す場合がある。例えば、このよ
うな出射光輝度分布（ＸＺ面内）の光源装置を１０インチ以上のノ－ト型パソコン等の比
較的広い視野角を必要とする液晶表示装置に用いる場合、比較的光拡散性の高い光拡散素
子を光偏向素子の出光面上に配置し、出射光光度分布（ＸＺ面内）を広げて視野角を広げ
ることが行われている。ヘイズ値が５０％以上という光拡散性の強い光拡散素子を用いる
場合には、出射光光度分布（ＸＺ面内）のピーク角度が１～３度程度光源から遠い側に偏
向される。このため、光偏向素子からの出射光輝度分布（ＸＺ面内）のピーク角度がその
出光面の法線方向に位置する場合、光拡散素子により出射光光度分布（ＸＺ面内）のピー
ク角度が、法線方向から１～３度程度光源から遠い側に偏光され、結果として法線方向か
ら観察した場合の輝度を極端に低下させることになる。これは、光拡散素子を使用するこ
とにより、光偏向素子から出射した出射光輝度分布（ＸＺ面内）の非対称性は幾分緩和さ
れるものの、比較的急激に輝度が低下する出射光輝度分布（ＸＺ面内）の部位が法線方向
位置するためである。このような輝度の極端な低下を避けるために、あらかじめ光偏向素
子からの出射光輝度分布（ＸＺ面内）のピーク角度を法線方向から光源側に１～３度傾け
ておくことが好ましい。
【００８４】
【実施例】
以下、実施例によって本発明を具体的に説明する。
なお、以下の実施例における各物性の測定は下記のようにして行った。
【００８５】
面光源装置の法線輝度、光度半値全幅の測定
光源として冷陰極管を用い、インバータ（ハリソン社製ＨＩＵ－７４２Ａ）にＤＣ１２Ｖ
を印加して高周波点灯させた。輝度は、面光源装置あるいは導光体の表面を２０ｍｍ四方
の正方形に３×５分割し、各正方形の法線方向の輝度値の１５点平均を求めた。導光体の
光度半値全幅は、導光体の表面に４ｍｍφのピンホールを有する黒色の紙をピンホールが
表面の中央に位置するように固定し、輝度計の測定円が８～９ｍｍとなるように距離を調
整し、冷陰極管の長手方向軸と垂直方向および平行方向でピンホールを中心にゴニオ回転
軸が回転するように調節した。それぞれの方向で回転軸を＋８０°～－８０°まで１°間
隔で回転させながら、輝度計で出射光の光度分布（ＸＺ面内）を測定し、ピーク角度、光
度分布（ＸＺ面内）の半値全幅（ピーク値の１／２の分布（ＸＺ面内）の広がり角）を求
めた。また、面光源装置の輝度半値全幅は、輝度計の視野角度を０．１度にし、面光源装
置の中央の面に位置するよう調整し、ゴニオ回転軸が回転するように調節した。それぞれ
の方向で回転軸を＋８０°～－８０°まで１°間隔で回転させながら、輝度計で出射光の
輝度分布（ＸＺ面内）を測定し、ピーク輝度、ピーク角度を求めた。
【００８６】
平均傾斜角（θａ）の測定
ＩＳＯ４２８７／１－１９８７に従って、触針として０１０－２５２８（１μｍＲ、５５
°円錐、ダイヤモンド）を用いた触針式表面粗さ計（東京精器（株）製サーフコム５７０
Ａ）にて、粗面の表面粗さを駆動速度０．０３ｍｍ／秒で測定した。この測定により得ら
れたチャートより、その平均線を差し引いて傾斜を補正し、前記式（１）式および（２）
式によって計算して求めた。
【００８７】
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ヘイズ値の測定
ヘイズ値は、ＪＩＳ　Ｋ－７１０５のＢ法に従って、５０ｍｍ×５０ｍｍの大きさの試料
を積分球式反射透過率計（村上色彩技術研究社製ＲＴ－１００型）を用いて得られた全光
線透過率（Ｔｔ）、拡散光線透過率（Ｔｄ）から、次の式（４）によって計算して求めた
。
【００８８】
【数３】

光拡散分布角度の測定
光拡散分布角度は、５０ｍｍ×５０ｍｍの大きさの試料を自動変角光度計（村上色彩研究
所社製ＧＰ－２００型）を用いて測定し、求めたピーク光度の１／２光度である半値半幅
角度の２倍をサンプルの半値全幅角度（ａ）とした。なお、試料に入射させる光は、光源
からの光をコンデンサーレンズによりピンホールに集光し、コリメーターレンズを通して
平行光（平行度±０．５度以下）とし、光束絞り（開口径１０．５ｍｍ）を通過し試料の
入射面に入射させる。試料を透過した光は、受光レンズ（開口径１１．４ｍｍを通り（試
料面が平滑である場合は、受光絞りの位置に集光する）、受光絞りを通過して受光素子に
達し、電圧値として出力する。また、試料を回転させ同様の測定を行い、最大半値全幅（
Ｍａｘａ）と最小半値全幅（Ｍｉｎａ）を求めた。
【００８９】
実施例１
アクリル樹脂（三菱レイヨン（株）製アクリペットＶＨ５＃０００）を用い射出成形する
ことによって一方の面がマットである導光体を作製した。該導光体は、２１６ｍｍ×２９
０ｍｍ、厚さ２．０ｍｍ－０．７ｍｍのクサビ板状をなしていた。この導光体の鏡面側に
、導光体の長さ２３０ｍｍの辺（短辺）と平行になるように、アクリル系紫外線硬化樹脂
によってプリズム列のプリズム頂角１００°、ピッチ５０μｍのプリズム列が並列に連設
配列されたプリズム層を形成した。導光体の長さ２９０ｍｍの辺（長辺）に対応する一方
の側端面（厚さ２．０ｍｍの側の端面）に沿って冷陰極管を光源リフレクター（麗光社製
銀反射フィルム）で覆い配置した。さらに、その他の側端面に光拡散反射フィルム（東レ
社製Ｅ６０）を貼付し、プリズム列配列（裏面）に反射シートを配置した。以上の構成を
枠体に組み込んだ。この導光体は、光入射面および光出射面の双方に垂直な面内での出射
光光度分布（ＸＺ面内）の最大ピーク角度は光出射面法線方向に対して７０度、半値全幅
は２２．５度であった。
【００９０】
一方、屈折率１．５０６４のアクリル系紫外線硬化性樹脂を用いて、表１に示したように
、プリズム列を構成する一方のプリズム面（第１のプリズム面）を法線とのなす角度（α
）が３２．５度の平面とし、他方のプリズム面（第２のプリズム面）をプリズム頂部から
プリズム列の高さ２１．４μｍまでを短軸の曲率半径４００μｍ、長軸の曲率半径８００
μｍの非球面形状（曲率半径８００μｍの曲面）の凸曲面（傾斜角＝５６．６度、β＝３
３．８度）、プリズム頂部からプリズム列の高さ２１．４μｍ以上を曲率半径４００μｍ
の球面形状の凸曲面（傾斜角＝５９．０度）とする２つの凸曲面（プリズム頂部側からエ
リア１、２）で構成したピッチ５６．５μｍのプリズム列が略並列に連設されたプリズム
列形成面を、厚さ１２５μｍのポリエステルフィルムの一方の表面に形成したプリズムシ
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ートを作製した。プリズムシートの第２のプリズム面の仮想平面との最大距離（ｄ）のプ
リズム列のピッチ（Ｐ）に対する割合（ｄ／Ｐ）は１．０３％であった。
【００９１】
得られたプリズムシートを、上記導光体の光出射面側にプリズム列形成面が向き、導光体
の光入射面にプリズム稜線が平行であり第１のプリズム面が光源側となるように載置し、
面光源装置を得た。この面光源装置の光入射面および光出射面の双方に垂直な面内での出
射光輝度分布（ＸＺ面内）を求め、比較例１を基準とした場合のピーク輝度比率、ピーク
角度、ピーク輝度の１／２の輝度を有する角度（半値全幅）、ピーク輝度の１／２の輝度
を有する角度の差の絶対値（|Δθａ－Δθｂ|）を測定し、その結果を表２に示した。
【００９２】
実施例２
プリズム列を構成する第２のプリズム面を、表１に示したように、プリズム頂部からプリ
ズム列の高さ１６μｍまでを傾斜角を５５．２度の平面（β＝３４．８度）、プリズム列
の高さ１６μｍからプリズム底部までをプリズム頂部に近い側から傾斜角が５５．５度、
５６．２度、５７．０度、５７．８度、５８．４度、５９．４度の同一幅の６つの平面と
する７つの平面（プリズム頂部側からエリア１、２・・・７）で構成した以外は、実施例
１と同様にしてプリズムシートを作製した。プリズムシートの第２のプリズム面の仮想平
面との最大距離（ｄ）のプリズム列のピッチ（Ｐ）に対する割合（ｄ／Ｐ）は１．１０％
であった。
【００９３】
得られたプリズムシートを、実施例１の導光体の光出射面側にプリズム列形成面が向き、
導光体の光入射面にプリズム稜線が平行であり第１のプリズム面が光源側となるように載
置し、面光源装置を得た。この面光源装置の光入射面および光出射面の双方に垂直な面内
での出射光輝度分布（ＸＺ面内）を求め、比較例１を基準とした場合のピーク輝度比率、
ピーク角度、ピーク輝度の１／２の輝度を有する角度（半値全幅）、ピーク輝度の１／２
の輝度を有する角度の差の絶対値（|Δθａ－Δθｂ|）を測定し、その結果を表２に示し
た。
【００９４】
実施例３
プリズム列を構成する第２のプリズム面を、表１に示したように、プリズム頂部からプリ
ズム列の高さ１０．６μｍまでを傾斜角が５６．４度の平面（β＝３３．６度）、プリズ
ム列の高さ１０．６～２１．３μｍまでを傾斜角が５６．８度の平面、プリズム列の高さ
２１．３μｍ以上を曲率半径４００μｍの球面形状の凸曲面（傾斜角＝５９．２度）とす
る２つの平面と１つの凸曲面（プリズム頂部側からエリア１、２、３）から構成した以外
は、実施例１と同様にしてプリズムシートを作製した。プリズムシートの第２のプリズム
面の仮想平面との最大距離（ｄ）のプリズム列のピッチ（Ｐ）に対する割合（ｄ／Ｐ）は
１．０３％であった。
【００９５】
得られたプリズムシートを、実施例１の導光体の光出射面側にプリズム列形成面が向き、
導光体の光入射面にプリズム稜線が平行であり第１のプリズム面が光源側となるように載
置し、面光源装置を得た。この面光源装置の光入射面および光出射面の双方に垂直な面内
での出射光輝度分布（ＸＺ面内）を求め、比較例１を基準とした場合のピーク輝度比率、
ピーク角度、ピーク輝度の１／２の輝度を有する角度（半値全幅）、ピーク輝度の１／２
の輝度を有する角度の差の絶対値（|Δθａ－Δθｂ|）を測定し、その結果を表２に示し
た。
【００９６】
実施例４
プリズム列を構成する第２のプリズム面を、表１に示したように、プリズム頂部からプリ
ズム列の高さ２１．５μｍまでを傾斜角が５６．８度の平面（β＝３３．２度）、プリズ
ム列の高さ２１．５μｍ以上を傾斜角が５８．７度の平面とする２つの平面（プリズム頂
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部側からエリア１、２）とから構成した以外は、実施例１と同様にしてプリズムシートを
作製した。プリズムシートの第２のプリズム面の仮想平面との最大距離（ｄ）のプリズム
列のピッチ（Ｐ）に対する割合（ｄ／Ｐ）は０．７６％であった。
【００９７】
得られたプリズムシートを、実施例１の導光体の光出射面側にプリズム列形成面が向き、
導光体の光入射面にプリズム稜線が平行であり第１のプリズム面が光源側となるように載
置し、面光源装置を得た。この面光源装置の光入射面および光出射面の双方に垂直な面内
での出射光輝度分布（ＸＺ面内）を求め、比較例１を基準とした場合のピーク輝度比率、
ピーク角度、ピーク輝度の１／２の輝度を有する角度（半値全幅）、ピーク輝度の１／２
の輝度を有する角度の差の絶対値（|Δθａ－Δθｂ|）を測定し、その結果を表２に示し
た。
【００９８】
実施例５
表１に示したように、プリズム列を構成する第１のプリズム面と法線となす角度（α）を
２９．０度、プリズム列を構成する第２のプリズム面を、プリズム頂部からプリズム列の
高さ１６．０μｍまでを傾斜角を５５．３度の平面（β＝３４．７度）、プリズム列の高
さ１６．０μｍからプリズム底部までをプリズム頂部に近い側から傾斜角が５５．７度、
５６．５度、５７．４度、５８．２度、５９．０度、５９．６、６０．３度の同一幅の７
つの平面とする８つの平面（プリズム頂部側からエリア１，２，・・　・８）で構成した
以外は、実施例１と同様にしてプリズムシートを作製した。プリズムシートの第２のプリ
ズム面の仮想平面との最大距離（ｄ）のプリズム列のピッチ（Ｐ）に対する割合（ｄ／Ｐ
）は０．７３％であった。
【００９９】
得られたプリズムシートを、実施例１の導光体の光出射面側にプリズム列形成面が向き、
導光体の光入射面にプリズム稜線が平行であり第１のプリズム面が光源側となるように載
置し、面光源装置を得た。この面光源装置の光入射面および光出射面の双方に垂直な面内
での出射光輝度分布を求め、比較例１を基準とした場合のピーク輝度比率、ピーク角度、
ピーク輝度の１／２の輝度を有する角度（半値全幅）、ピーク輝度の１／２の輝度を有す
る角度の差の絶対値（|Δθａ－Δθｂ|）を測定し、その結果を表２に示した。
【０１００】
実施例６
表１に示したように、実施例５のプリズム列高さ１６．０μｍからプリズム底部までの７
つのエリアの境界を通る曲面で構成した（プリズム頂部に近い側からの各エリアの傾斜角
が５５．４度、５６．２度、５７．１度、５７．９度、５８．７度、５９．３、６０．０
度）以外は、実施例１と同様にしてプリズムシートを作製した。プリズムシートの第２の
プリズム面の仮想平面との最大距離（ｄ）のプリズム列のピッチ（Ｐ）に対する割合（ｄ
／Ｐ）は０．０．６８％であった。
【０１０１】
得られたプリズムシートを、実施例１の導光体の光出射面側にプリズム列形成面が向き、
導光体の光入射面にプリズム稜線が平行であり第１のプリズム面が光源側となるように載
置し、面光源装置を得た。この面光源装置の光入射面および光出射面の双方に垂直な面内
での出射光輝度分布を求め、比較例１を基準とした場合のピーク輝度比率、ピーク角度、
ピーク輝度の１／２の輝度を有する角度（半値全幅）、ピーク輝度の１／２の輝度を有す
る角度の差の絶対値（|Δθａ－Δθｂ|）を測定し、その結果を表２に示した。
【０１０２】
実施例７
表１に示したように、プリズム列を構成する第１のプリズム面を法線となす角度（α）が
１５．０度の平面とし、第２のプリズム面をプリズム頂部からプリズム列の高さ１０．４
μｍまでを傾斜角を５２．０度の平面（β＝３８度）、プリズム列の高さ１０．４μｍか
らプリズム底部までをプリズム頂部に近い側から傾斜角が５２．６度、５２．８度、５３
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．７度、５４．５度、５５．３度、５６．１度、５６．８度、５７．５度、５８．４度、
６０．０度の同一幅の１０の平面とする１１の平面（プリズム頂部側からエリア１，２，
・・　・１１）で構成した以外は、実施例１と同様にしてプリズムシートを作製した。プ
リズムシートの第２のプリズム面の仮想平面との最大距離（ｄ）のプリズム列のピッチ（
Ｐ）に対する割合（ｄ／Ｐ）は１．４８％であった。
【０１０３】
得られたプリズムシートを、実施例１の導光体の光出射面側にプリズム列形成面が向き、
導光体の光入射面にプリズム稜線が平行であり第１のプリズム面が光源側となるように載
置し、面光源装置を得た。この面光源装置の光入射面および光出射面の双方に垂直な面内
での出射光輝度分布を求め、比較例１を基準とした場合のピーク輝度比率、ピーク角度、
ピーク輝度の１／２の輝度を有する角度（半値全幅）、ピーク輝度の１／２の輝度を有す
る角度の差の絶対値（|Δθａ－Δθｂ|）を測定し、その結果を表２に示した。
【０１０４】
実施例８
表１に示したように、プリズム列を構成する第１のプリズム面と法線となす角度（α）を
１０．０度、第２のプリズム面をプリズム頂部からプリズム列の高さ１１．５μｍまでを
傾斜角を５２．０度の平面（β＝３８．０度）、プリズム列の高さ１１．５μｍからプリ
ズム底部までをプリズム頂部に近い側から傾斜角が５２．６度、５２．８度、５３．７度
、５４．５度、５５．３度、５６．１度、５６．８度、５７．５度、５８．４度、の同一
幅の９つの平面と６０度の平面とする１１の平面（プリズム頂部側からエリア１，２，・
・　・１１）で構成した以外は、実施例１と同様にしてプリズムシートを作製した。プリ
ズムシートの第２のプリズム面の仮想平面との最大距離（ｄ）のプリズム列のピッチ（Ｐ
）に対する割合（ｄ／Ｐ）は１．６４％であった。
【０１０５】
得られたプリズムシートを、実施例１の導光体の光出射面側にプリズム列形成面が向き、
導光体の光入射面にプリズム稜線が平行であり第１のプリズム面が光源側となるように載
置し、面光源装置を得た。この面光源装置の光入射面および光出射面の双方に垂直な面内
での出射光輝度分布を求め、比較例１を基準とした場合のピーク輝度比率、ピーク角度、
ピーク輝度の１／２の輝度を有する角度（半値全幅）、ピーク輝度の１／２の輝度を有す
る角度の差の絶対値（|Δθａ－Δθｂ|）を測定し、その結果を表２に示した。
【０１０６】
実施例９
表１に示したように、プリズム列を構成する第１のプリズム面と法線のなす角度（α）を
５度、第２のプリズム面をプリズム頂部からプリズム列の高さ１２．９μｍまでを傾斜角
を５２．０度の平面（β＝３８度）、プリズム列の高さ１２．９μｍからプリズム底部ま
でをプリズム頂部に近い側から傾斜角が５２．６度、５２．８度、５３．７度、５４．５
度、５５．３度、５６．１度、５６．８度、５７．５度、５８．４度、の同一幅の９つの
平面と６０度の平面とする１１の平面（プリズム頂部側からエリア１，２，・・　・１１
）で構成した以外は、実施例１と同様にしてプリズムシートを作製した。プリズムシート
の第２のプリズム面の仮想平面との最大距離（ｄ）のプリズム列のピッチ（Ｐ）に対する
割合（ｄ／Ｐ）は１．８３％であった。
【０１０７】
得られたプリズムシートを、実施例１の導光体の光出射面側にプリズム列形成面が向き、
導光体の光入射面にプリズム稜線が平行であり第１のプリズム面が光源側となるように載
置し、面光源装置を得た。この面光源装置の光入射面および光出射面の双方に垂直な面内
での出射光輝度分布を求め、比較例１を基準とした場合のピーク輝度比率、ピーク角度、
ピーク輝度の１／２の輝度を有する角度（半値全幅）、ピーク輝度の１／２の輝度を有す
る角度の差の絶対値（|Δθａ－Δθｂ|）を測定し、その結果を表２に示した。
【０１０８】
実施例１０
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表１に示したように、プリズム列を構成する第１のプリズム面と法線のなす角度（α）を
０．１度、第２のプリズム面をプリズム頂部からプリズム列の高さ１４．５μｍまでを傾
斜角を５２．０度の平面（β＝３８度）、プリズム列の高さ１４．５μｍからプリズム底
部までをプリズム頂部に近い側から傾斜角が５２．６度、５２．８度、５３．７度、５４
．５度、５５．３度、５６．１度、５６．８度、５７．５度、５８．４度、の同一幅の９
つの平面と６０度の平面とする１１の平面（プリズム頂部側からエリア１，２，・・　・
１１）で構成した以外は、実施例１と同様にしてプリズムシートを作製した。プリズムシ
ートの第２のプリズム面の仮想平面との最大距離（ｄ）のプリズム列のピッチ（Ｐ）に対
する割合（ｄ／Ｐ）は２．０６％であった。
【０１０９】
得られたプリズムシートを、実施例１の導光体の光出射面側にプリズム列形成面が向き、
導光体の光入射面にプリズム稜線が平行であり第１のプリズム面が光源側となるように載
置し、面光源装置を得た。この面光源装置の光入射面および光出射面の双方に垂直な面内
での出射光輝度分布を求め、比較例１を基準とした場合のピーク輝度比率、ピーク角度、
ピーク輝度の１／２の輝度を有する角度（半値全幅）、ピーク輝度の１／２の輝度を有す
る角度の差の絶対値（|Δθａ－Δθｂ|）を測定し、その結果を表２に示した。
【０１１０】
比較例１
プリズムシートのプリズム列を、２つのプリズム面がともに平面であり、プリズム頂角が
６５．４度である断面二等辺三角形（α＝β＝３２．７度）とした以外は、実施例１と同
様にして面光源装置を得た。この面光源装置の光入射面および光出射面の双方に垂直な面
内での出射光輝度分布（ＸＺ面内）を求め、ピーク輝度を１．００とし、ピーク角度、ピ
ーク輝度の１／２の輝度を有する角度（半値全幅）、ピーク輝度の１／２の輝度を有する
角度の差の絶対値（|Δθａ－Δθｂ|）を測定し、その結果を表２に示した。
【０１１１】
【表１】
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実施例１１～２２
プリズム列を構成する第２のプリズム面を、表２に示した傾斜角および分割高さの３つの
平面（プリズム頂部側からエリア１、２、３）で構成した以外は、実施例１と同様にして
プリズムシートを作製した。得られたプリズムシートを、実施例１の導光体の光出射面側
にプリズム列形成面が向き、導光体の光入射面にプリズム稜線が平行であり第１のプリズ
ム面が光源側となるように載置し、面光源装置を得た。この面光源装置の光入射面および
光出射面の双方に垂直な面内での出射光輝度分布（ＸＺ面内）を求め、比較例１を基準と
した場合のピーク輝度比率、ピーク角度、ピーク輝度の１／２の輝度を有する角度（半値
全幅）、ピーク輝度の１／２の輝度を有する角度の差の絶対値（|Δθａ－Δθｂ|）を測
定し、その結果を表３に示した。
【０１１２】
比較例２
プリズム列を構成する第２のプリズム面全体を曲率半径４５２μｍの球面形状の凸曲面（
傾斜角＝５７．３度、β＝３６．３度）とした以外は、実施例１と同様にしてプリズムシ
ートを作製した。得られたプリズムシートを、実施例１の導光体の光出射面側にプリズム
列形成面が向き、導光体の光入射面にプリズム稜線が平行であり第１のプリズム面が光源
側となるように載置し、面光源装置を得た。この面光源装置の光入射面および光出射面の
双方に垂直な面内での出射光輝度分布（ＸＺ面内）を求め、比較例１を基準とした場合の
ピーク輝度比率、ピーク角度、ピーク輝度の１／２の輝度を有する角度（半値全幅）、ピ
ーク輝度の１／２の輝度を有する角度の差の絶対値（|Δθａ－Δθｂ|）を測定し、その
結果を表３に示した。
【０１１３】
【表３】
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アクリル樹脂（三菱レイヨン（株）製アクリペットＶＨ５＃０００）を用い射出成形する
ことによって一方の面がマットである導光体を作製した。該導光体は、２３０ｍｍ×３１
０ｍｍ、厚さ３．５ｍｍ－１．２ｍｍのクサビ板状をなしていた。この導光体の鏡面側に
、導光体の長さ２３０ｍｍの辺（短辺）と平行になるように、アクリル系紫外線硬化樹脂
によってプリズム列のプリズム頂角１００°、ピッチ５０μｍのプリズム列が略並列に連
設配列されたプリズム層を形成した。導光体の長さ３１０ｍｍの辺（長辺）に対応する一
方の側端面（厚さ３．５ｍｍの側の端面）に沿って冷陰極管を光源リフレクター（麗光社
製銀反射フィルム）で覆い配置した。さらに、その他の側端面に光拡散反射フィルム（東
レ社製Ｅ６０）を貼付し、プリズム列配列（裏面）に反射シートを配置した。以上の構成
を枠体に組み込んだ。この導光体は、光入射面および光出射面の双方に垂直な面内での出
射光光度分布（ＸＺ面内）の最大ピーク角度は光出射面法線方向に対して７０度、半値全
幅は３３度であった。
【０１１４】
一方、プリズム列を構成する第２のプリズム面を、表３に示した傾斜角および分割高さの
３つの平面（プリズム頂部側からエリア１、２、３）で構成した以外は、実施例１と同様
にしてプリズムシートを作製した。
【０１１５】
得られたプリズムシートを、実施例１の導光体の光出射面側にプリズム列形成面が向き、
導光体の光入射面にプリズム稜線が平行であり第１のプリズム面が光源側となるように載
置し、面光源装置を得た。この面光源装置の光入射面および光出射面の双方に垂直な面内
での出射光輝度分布（ＸＺ面内）を求め、比較例４を基準とした場合のピーク輝度比率、
ピーク角度、ピーク輝度の１／２の輝度を有する角度（半値全幅）、ピーク輝度の１／２
の輝度を有する角度の差の絶対値（|Δθａ－Δθｂ|）を測定し、その結果を表４に示し
た。
【０１１６】
比較例３
比較例２のプリズムシートを使用した以外は、実施例２３～３４と同様にして、面光源装
置を得た。この面光源装置の光入射面および光出射面の双方に垂直な面内での出射光輝度
分布（ＸＺ面内）を求め、比較例４を基準とした場合のピーク輝度比率、ピーク角度、ピ
ーク輝度の１／２の輝度を有する角度（半値全幅）、ピーク輝度の１／２の輝度を有する
角度の差の絶対値（|Δθａ－Δθｂ|）を測定し、その結果を表４に示した。
【０１１７】
比較例４
比較例１のプリズムシートを使用した以外は、実施例２３～３４と同様にして、面光源装
置を得た。この面光源装置の光入射面および光出射面の双方に垂直な面内での出射光輝度
分布（ＸＺ面内）を求め、このピーク輝度を１．００とし、ピーク角度、ピーク輝度の１
／２の輝度を有する角度（半値全幅）、ピーク輝度の１／２の輝度を有する角度の差の絶
対値（|Δθａ－Δθｂ|）を測定し、その結果を表４に示した。
【０１１８】
【表４】
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プリズム列を構成する一方のプリズム面（第１のプリズム面）と法線とのなす角度（α）
、他方のプリズム面（第２のプリズム面）と法線とのなす角度（β）を表４に示した角度
とし、第２のプリズム面を表４に示した傾斜角および分割高さの２つの平面（プリズム頂
部側からエリア１、２）で構成した以外は、実施例１と同様にしてプリズムシートを作製
した。得られたプリズムシートを、実施例１の導光体の光出射面側にプリズム列形成面が
向き、導光体の光入射面にプリズム稜線が平行であり第１のプリズム面が光源側となるよ
うに載置し、面光源装置を得た。この面光源装置の光入射面および光出射面の双方に垂直
な面内での出射光輝度分布（ＸＺ面内）を求め、比較例１を基準とした場合のピーク輝度
比率、ピーク角度、ピーク輝度の１／２の輝度を有する角度（半値全幅）、ピーク輝度の
１／２の輝度を有する角度の差の絶対値（|Δθａ－Δθｂ|）を測定し、その結果を表５
に示した。
【０１１９】
比較例５
プリズム列を構成する第２のプリズム面全体を傾斜角５５．０度（β＝３５．０度）の平
面とした以外は、実施例１と同様にしてプリズムシートを作製した。得られたプリズムシ
ートを、実施例１の導光体の光出射面側にプリズム列形成面が向き、導光体の光入射面に
プリズム稜線が平行であり第１のプリズム面が光源側となるように載置し、面光源装置を
得た。この面光源装置の光入射面および光出射面の双方に垂直な面内での出射光輝度分布
（ＸＺ面内）を求め、比較例５を基準とした場合のピーク輝度比率、ピーク角度、ピーク
輝度の１／２の輝度を有する角度（半値全幅）、ピーク輝度の１／２の輝度を有する角度
の差の絶対値（|Δθａ－Δθｂ|）を測定し、その結果を表５に示した。
【０１２０】
【表５】
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プリズム列を構成する一方のプリズム面（第１のプリズム面）と法線とのなす角度（α）
、他方のプリズム面（第２のプリズム面）と法線とのなす角度（β）を表５に示した角度
とし、第２のプリズム面を表５に示した傾斜角および分割高さの２つの平面（プリズム頂
部側からエリア１、２）で構成した以外は、実施例２３～３４と同様にしてプリズムシー
トを作製した。得られたプリズムシートを、実施例１の導光体の光出射面側にプリズム列
形成面が向き、導光体の光入射面にプリズム稜線が平行であり第１のプリズム面が光源側
となるように載置し、面光源装置を得た。この面光源装置の光入射面および光出射面の双
方に垂直な面内での出射光輝度分布（ＸＺ面内）を求め、比較例６を基準とした場合のピ
ーク輝度比率、ピーク角度、ピーク輝度の１／２の輝度を有する角度（半値全幅）、ピー
ク輝度の１／２の輝度を有する角度の差の絶対値（|Δθａ－Δθｂ|）を測定し、その結
果を表６に示した。
【０１２１】
比較例６
プリズム列を構成する第２のプリズム面全体を傾斜角５５．０度（β＝３５．０度）の平
面とした以外は、実施例１と同様にしてプリズムシートを作製した。得られたプリズムシ
ートを、実施例２３～３４の導光体の光出射面側にプリズム列形成面が向き、導光体の光
入射面にプリズム稜線が平行であり第１のプリズム面が光源側となるように載置し、面光
源装置を得た。この面光源装置の光入射面および光出射面の双方に垂直な面内での出射光
輝度分布（ＸＺ面内）を求め、比較例１を基準とした場合のピーク輝度比率、ピーク角度
、ピーク輝度の１／２の輝度を有する角度（半値全幅）、ピーク輝度の１／２の輝度を有
する角度の差の絶対値（|Δθａ－Δθｂ|）を測定し、その結果を表６に示した。
【０１２２】
【表６】
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実施例１の面光源装置に一方の表面が平均傾斜角度７．２７度のマット面で、他方の表面
が平均傾斜角度が０．７度のマット面であり、出射光光度分布（ＸＺ面内）の半値全幅が
９．４度の光拡散素子を光偏向素子の出光面上に、平均傾斜角度が７．２７度のマット面
が光偏光素子側に向くように載置し、面光源装置を得た。作製された面光源装置の出射光
輝度分布（ＸＺ面内）における比較例５を基準とした場合のピーク輝度比率、輝度半値全
幅、目視で確認した品位の評価結果を表７に示した。
【０１２３】
実施例４６
一方の表面が平均傾斜角度５．０度のマット面で、他方の表面が平均傾斜角度が０．７度
のマット面であり、出射光光度分布（ＸＺ面内）の半値全幅が６度の光拡散素子を光偏向
素子の出光面上に、平均傾斜角度が５．０度のマット面が光偏光素子側に向くように載置
した以外は、実施例１と同様にして面光源装置を得た。作製された面光源装置の出射光輝
度分布（ＸＺ面内）における比較例５を基準とした場合のピーク輝度比率、輝度半値全幅
、目視で確認した品位の評価結果を表７に示した。
【０１２４】
実施例４７
厚さ１２５μｍのポリエステルフィルムの一方の表面にピッチ３０μｍの多数のレンチキ
ュラーレンズ列が略並列して連設され、レンチキュラーレンズ列の表面を平均傾斜角１度
に粗面化した最大平均傾斜角度が１０．４度であり、最大傾斜角度／最小傾斜角度が１０
．４であるレンズ配列構造を形成し、他方の表面には平均傾斜角度０．７度のマット面を
形成した出射光光度分布（ＸＺ面内）の半値全幅が１１．２度の光拡散素子を、レンチキ
ュラーレンズ列が光偏向素子のプリズム列と平行となり、レンズ配列構造面が光偏光素子
側に向くように載置した以外は、実施例１と同様にして面光源装置を得た。作製された面
光源装置の出射光輝度分布（ＸＺ面内）における比較例５を基準とした場合のピーク輝度
比率、輝度半値全幅、目視で確認した品位の評価結果を表７に示した。
【０１２５】
実施例４８
厚さ１２５μｍのポリエステルフィルムの一方の表面に最大平均傾斜角度が８．２度のヘ
アラインを形成し、他方の表面には平均傾斜角度０．７度のマット面を形成した出射光光
度分布（ＸＺ面内）の半値全幅が１０．５度の光拡散素子を、ヘアラインの方向を光偏向
素子のプリズム列と略平行となり、ヘアライン形成面が光偏向素子側に向くように載置し
たとした以外は実施例１と同様にして、面光源装置を得た。作製された面光源装置の出射
光輝度分布（ＸＺ面内）における比較例５を基準とした場合のピーク輝度比率、輝度半値
全幅、目視で確認した品位の評価結果を表７に示した。
【０１２６】
実施例４９
厚さ１２５μｍのポリエステルフィルムの一方の表面にエッチングにより形成した幅３０
μｍ、長さ６０μｍの多数のシリンドリカルレンズが同一方向に離散的に配列した最大平
均傾斜角度が６．０度であり、最大傾斜角度／最小傾斜角度が６．０、であるレンズ配列
構造を形成し、他方の表面には平均傾斜角度０．７度のマット面を形成した出射光光度分
布（ＸＺ面内）の半値全幅が７．０度の光拡散素子を、シリンドリカルレンズの配列方向
と光偏向素子のプリズム列が略平行となり、レンズ配列構造面が光偏向素子側に向くよう
に載置したとした以外は実施例１と同様にして、面光源装置を得た。作製された面光源装
置の出射光輝度分布（ＸＺ面内）における比較例５を基準とした場合のピーク輝度比率、
輝度半値全幅、目視で確認した品位の評価結果を表７に示した。
【０１２７】
【表７】
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【０１２８】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、光偏向素子の入光面に形成されるプリズム列の少
なくとも一方のプリズム面を傾斜角の異なる複数の平面あるいは凸曲面から構成すること
により、一次光源から発せられる光を所要の観察方向へ集中して出射させる効率（一次光
源の光量の利用効率）のい光源装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
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【図１】本発明による光源装置を示す模式的斜視図である。
【図２】本発明の光偏向素子の入光面のプリズム列の形状の説明図である。
【図３】光偏向素子の第２プリズム面（平面）の各エリアからの出射光輝度分布（ＸＺ面
内）を示す説明図である。
【図４】光偏向素子の第２プリズム面（平面）の各エリアからの出射光輝度分布（ＸＺ面
内）を示す説明図である。
【図５】光偏向素子の第２プリズム面（平面）の各エリアからの出射光輝度分布（ＸＺ面
内）を示す説明図である。
【図６】光偏向素子の第２プリズム面（平面）の各エリアからの出射光輝度分布（ＸＺ面
内）を示す説明図である。
【図７】光偏向素子の第２プリズム面（平面）の各エリアからの出射光輝度分布（ＸＺ面
内）を示す説明図である。
【図８】光偏向素子の第２プリズム面（平面）の各エリアからの出射光輝度分布（ＸＺ面
内）を示す説明図である。
【図９】光偏向素子の第２プリズム面（平面）の各エリアからの出射光輝度分布（ＸＺ面
内）を示す説明図である。
【図１０】光偏向素子の第２プリズム面（平面）の各エリアからの出射光輝度分布（ＸＺ
面内）を示す説明図である。
【図１１】光偏向素子の第２プリズム面（平面）の各エリアからの出射光輝度分布（ＸＺ
面内）を示す説明図である。
【図１２】光偏向素子の第２プリズム面（平面）の各エリアからの出射光輝度分布（ＸＺ
面内）を示す説明図である。
【図１３】光偏向素子の第２プリズム面（平面）全体からの出射光輝度分布（ＸＺ面内）
を示す説明図である。
【図１４】本発明の光偏向素子の第２プリズム面全体からの出射光輝度分布（ＸＺ面内）
を示す説明図である。
【図１５】本発明の光偏向素子の入光面のプリズム列の形状の説明図である。
【図１６】本発明の光偏向素子の入光面のプリズム列の形状の説明図である。
【図１７】本発明の光偏向素子の入光面のプリズム列の形状の説明図である。
【図１８】本発明の光偏向素子の入光面のプリズム列の形状の説明図である。
【図１９】光偏向素子からの各種出射光輝度分布（ＸＺ面内）を示す説明図である。
【図２０】本発明の光偏向素子の入光面のプリズム列の形状の説明図である。
【図２１】出射光光度分布（ＸＺ面内）の半値全幅の説明図である。
【図２２】光源装置の展開長の説明図である。
【図２３】光源装置の展開長の説明図である。
【図２４】本発明の光源装置の光偏向素子からの出射光輝度分布（ＸＺ面内）を示す説明
図である。
【図２５】本発明の光源装置の光偏向素子からの出射光輝度分布（ＸＺ面内）を示すグラ
フである。
【図２６】本発明の光拡散素子の異方拡散性の出射光光度分布（ＸＺ面内）を示す説明図
である。
【図２７】本発明の光偏向素子の異方拡散性の説明図である。
【図２８】本発明の異方拡散性を有する光偏向素子の凹凸構造を示す概略図である。
【図２９】本発明の異方拡散性を有する光偏向素子の凹凸構造を示す概略図である。
【図３０】本発明の異方拡散性を有する光偏向素子の凹凸構造を示す概略図である。
【符号の説明】
１　　一次光源
２　　光源リフレクタ
３　　導光体
４　　光偏向素子
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５　　光反射素子
６　　光拡散素子
３１　　光入射面
３２　　端面
３３　　光出射面
３４　　裏面
４１　　入光面
４２　　出光面
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